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〇
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
号

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規

定
に
基
づ
き
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
一
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「日

本
工
業
規
格

」
を
削
る
。

一

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
様
式
第
一
号
（
裏
面
）
、
様
式
第
二
号
（
裏
面
）
、

様
式
第
二
十
八
号
、
様
式
第
三
十
号
及
び
様
式
第
三
十
一
号

二

食
品
衛
生
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
様
式
第
五
号
か
ら
様
式
第
十
一
号
ま
で
、
様
式
第

十
四
号
及
び
様
式
第
十
五
号
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三

覚
せ
い
剤
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
号
）
別
記
第
一
号
様
式
（
一
）
か
ら
別
記
第
一
号
様

、

、

式
（
三
）
ま
で
、
別
記
第
二
号
様
式
の
二
か
ら
別
記
第
三
号
様
式
の
二
ま
で
、
別
記
第
五
号
様
式
か
ら
別
記
第
八
号
様
式

（
三
）
ま
で
、
別
記
第
十
号
様
式
、
別
記
第
十
号
様
式
の
二
及
び
別
記
第
十
一
号
様
式
か
ら
別
記
第
十
一
号
様
式
の
三
ま

で
四

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令
第
十
四
号
）
別
記
第
一
号
様
式
か
ら
別
記
第
十
一

号
様
式
ま
で
及
び
別
記
第
十
五
号
様
式
か
ら
別
記
第
四
十
二
号
様
式
ま
で

五

あ
へ
ん
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
厚
生
省
令
第
二
十
六
号
）
第
一
号
様
式
か
ら
第
十
九
号
様
式
ま
で

六

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
）
様
式
第
五
号
（
裏
面
）
、
様
式
第
六
号
（
裏

面
）
、
様
式
第
七
号
（
裏
面
）
、
様
式
第
七
号
の
三
（
裏
面
）
、
様
式
第
八
号
（
裏
面
）
、
様
式
第
九
号
（
裏
面
）
、
様

式
第
九
号
の
二
（
裏
面
）
、
様
式
第
十
一
号
（
裏
面
）
、
様
式
第
三
十
四
号
（
裏
面
）
、
様
式
第
三
十
七
号
、
様
式
第
三

十
九
号
及
び
様
式
第
四
十
号

七

安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
厚
生
省
令
第
二
十
二
号
）
第
一

号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
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八

水
道
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
五
号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第
四
ま
で
及
び
様
式
第
六
か
ら
様

式
第
二
十
ま
で

九

社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
別
記
様
式
（
裏
面
）

十

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
八
号
）
様
式
第
一
号
（

表
面
）
、
様
式
第
三
号
（
表
面
）
、
様
式
第
四
号
（
表
面
）
、
様
式
第
五
号
（
表
面
）
、
様
式
第
六
号
（
表
面
）
、
様
式

第
八
号
（
表
面
）
、
様
式
第
九
号
（
表
面
）
、
様
式
第
十
号
（
表
面
）
、
様
式
第
十
一
号
（
表
面
）
、
様
式
第
十
一
号
の

二
（
表
面
）
、
様
式
第
十
二
号
、
様
式
第
十
三
号
（
表
面
）
、
様
式
第
十
四
号
及
び
様
式
第
十
五
号

十
一

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第

四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
厚
生

年
金
基
金
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
別
記
様
式
（
裏
面
）

十
二

石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
）
別
記
様
式

厚
生
省

十
三

社
会
保
険
労
務
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年

令
第
一
号
）
様
式
第
四
号
か
ら
様
式
第
六
号
の
二
ま
で

労
働
省
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び
様
式
第
十
号

十
四

家
内
労
働
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号

十
五

年
金
手
帳
の
様
式
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
九
年
厚
生
省
令
第
四
十
号
）
（
表
紙
）

十
六

障
害
児
福
祉
手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
様
式
第

一
号
（
表
面
）
、
様
式
第
三
号
（
表
面
）
、
様
式
第
五
号
（
表
面
）
及
び
様
式
第
七
号
（
表
面
）

十
七

環
境
衛
生
監
視
員
証
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
二
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
別
記
様
式

十
八

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
携
帯
す
る
身
分
を
示

す
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
四
年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
）
（
裏
）

十
九

国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
省
令
（
昭
和
六
十
一
年
厚
生
省
令
第
十
七
号
）
別
記
様
式
（
裏

面
）

二
十

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
）
様
式
第
三
及
び
様
式
第
四

二
十
一

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
号
）
様
式
第

十
一
号
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二
十
二

国
民
年
金
基
金
規
則
（
平
成
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
八
号
）
別
記
様
式
（
裏
面
）

二
十
三

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
七
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
様
式
第
一
号

、
様
式
第
二
号
（

ペ
ー
ジ
）
、
様
式
第
四
号
（
一
）
、
様
式
第
四
号
（
二
）
、
様
式
第
四
号
（
三
）
（
裏
）
、
様
式
第

11

四
号
の
二
、
様
式
第
七
号
か
ら
様
式
第
十
一
号
（
表
面
）
ま
で
、
様
式
第
十
二
号
か
ら
様
式
第
十
四
号
（
表
面
）
ま
で
、

様
式
第
十
五
号
か
ら
様
式
第
十
七
号
（
表
面
）
ま
で
、
様
式
第
十
八
号
、
様
式
第
十
九
号
（
一
）
（
表
面
）
、
様
式
第
十

九
号
（
二
）
（
表
面
）
、
様
式
第
二
十
号
（
表
面
）
、
様
式
第
二
十
一
号
（
表
面
）
、
様
式
第
二
十
二
号
（
表
面
）
、
様

式
第
二
十
三
号
（
表
面
）
、
様
式
第
二
十
四
号
か
ら
様
式
第
二
十
六
号
（
表
面
）
ま
で
、
様
式
第
二
十
七
号
（
表
面
）
、

様
式
第
二
十
八
号
、
様
式
第
二
十
九
号
、
様
式
第
三
十
号
（
裏
面
）
、
様
式
第
三
十
一
号
、
様
式
第
三
十
二
号
、
様
式
第

三
十
三
号
（

ペ
ー
ジ
）
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
二
（
３
ペ
ー
ジ
）

10

二
十
四

水
道
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
八
年
厚
生
省
令
第
六
十
九
号
）
附
則
様
式
第
一

二
十
五

精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
様
式
第
一
（
裏
面
）
及
び
様
式
第
二
か
ら
様

式
第
四
ま
で

二
十
六

確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
五
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
八
号
ま
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で
、
様
式
第
九
号
（
裏
面
）
の
備
考
及
び
様
式
第
十
号
か
ら
様
式
第
十
六
号
ま
で

二
十
七

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
様
式
第
一
号
、
様
式
第
二
号
及

び
様
式
第
三
号
（
裏
面
）

二
十
八

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
三
号
）
（
表
紙
）

二
十
九

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年

厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
八
号
）
別
記
様
式
（
表
）

三
十

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平
成

十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
二
号
）
別
記
様
式
及
び
附
則
別
記
様
式

三
十
一

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働

省
令
第
百
五
十
一
号
）
様
式
第
三
号
、
様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号

三
十
二

日
本
年
金
機
構
の
業
務
運
営
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
五
号
）
別
記
様
式
（
裏

面
）

三
十
三

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
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規
則
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
七
号
）
様
式
第
三
号
、
様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号

三
十
四

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
四
十
四
号
）
様
式
第
二
号
（
３
ペ
ー
ジ
）
、
様
式
第
三
号
（
裏
）
、
様
式
第
四
号
（
裏
）
及
び
様
式
第
五
号

（
裏
）

三
十
五

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
号
）
様
式

第
一
（
第
十
面
）
、
様
式
第
一
の
二
（
第
五
面
）
、
様
式
第
二
か
ら
様
式
第
四
ま
で
、
様
式
第
五
（
第
三
面
）
、
様
式
第

七
か
ら
様
式
第
十
一
ま
で
、
様
式
第
十
二
（
第
四
面
）
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
四
（
裏
面
）
、
様
式
第
十
六
、
様
式

第
十
七
（
裏
面
）
、
様
式
第
十
八
、
様
式
第
十
九
（
裏
面
）
、
様
式
第
二
十
、
様
式
第
二
十
一
、
様
式
第
二
十
二
（
第
三

面
）
、
様
式
第
二
十
四
（
裏
面
）
、
様
式
第
二
十
五
（
第
三
面
）
、
様
式
第
二
十
六
（
裏
面
）
、
様
式
第
二
十
七
（
裏
面

）
、
様
式
第
二
十
八
、
様
式
第
二
十
九
、
様
式
第
三
十
一
及
び
様
式
第
三
十
二

三
十
六

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
一
号
）
様

式
第
一
号
、
様
式
第
二
号
、
様
式
第
三
号
（
裏
面
）
、
様
式
第
六
号
、
様
式
第
八
号
及
び
様
式
第
九
号
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（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
労
働
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
（
第
一
面
）
、
様
式
第
一
号
の
二
（
第
一
面
）
、
様
式
第
二
号
（
表
面
）
及
び
様
式
第
三
号
（
表
面
）
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

日
本

産
業

規
格

様
式
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第４号

（日本産業規格Ａ列４）

届出制手数料変更命令通知書

（氏 名） 殿

令和 年 月 日付け届出のあった職業安定法第32条の３第１項第

２号の手数料について、同条第４項の規定に基づき下記の理由により変更を

命じます。

令和 年 月 日

都道府県労働局長 印

記

許 可 番 号

事 業 所 名 称

変 更 内 容

期 限

変 更 理 由

なお、この処分に不服のあるときは、行政不服審査法（平成26年法律第68

号）の規定により、処分のあったことを知った日の翌日から起算して３箇月以

内（ただし、処分のあった日の翌日から起算して１年以内）に厚生労働大臣に

対し、審査請求をすることができる。

また、処分の取消しの訴えは、行政事件訴訟法（昭和37年法律第139号）の

規定により、この処分のあったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内

（ただし、処分のあった日の翌日から起算して１年以内）に、国を被告（代表

者は法務大臣）として提起することができる。ただし、審査請求をした場合に

は、処分の取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った

日の翌日から６箇月以内（ただし、裁決のあった日の翌日から起算して１年以

内）に提起することができる。
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様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号
（
第
一
面
）
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

日
本

産
業

規
格

様
式
第
六
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第６号の２

（日本産業規格Ａ列４）

取扱職種範囲等変更命令通知書

（氏 名） 殿

令和 年 月 日付け届出のあった職業安定法第32条の12第１項

（同法第33条第４項及び第33条の３第２項において準用する場合を含む。）の取扱

職種の範囲等について、同法第32条の12第３項（同法第33条第４項及び第33条の

３第２項において準用する場合を含む。）の規定に基づき下記の理由により変更す

ることを命じます。

令和 年 月 日

都道府県労働局長 印

記

許可・届出番号

氏名又は名称

事 業 所 名 称

変 更 内 容

期 限

変 更 理 由

なお、この処分に不服のあるときは、行政不服審査法（平成26年法律第68号）

の規定により、処分のあったことを知った日の翌日から起算して３箇月以内（た

だし、処分のあった日の翌日から起算して１年以内）に厚生労働大臣に対し、審

査請求をすることができる。

また、処分の取消しの訴えは、行政事件訴訟法（昭和37年法律第139号）の規定

により、この処分のあったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内（ただ

し、処分のあった日の翌日から起算して１年以内）に、国を被告（代表者は法務

大臣）として提起することができる。ただし、審査請求をした場合には、処分の

取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から

６箇月以内（ただし、裁決のあった日の翌日から起算して１年以内）に提起する

ことができる。
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日
本

工
業

規
格

様
式
第
七
号
（
表
面
）
、
様
式
第
八
号
（
第
一
面
）
、
様
式
第
八
号
の
二
（
表
面
）
及
び
様
式
第
九
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

産
業

規
格
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（
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
大
蔵
省
令
、
法
務
庁
令
、
厚
生
省
令
、
農
林
省
令
第
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
書
面
の
内
容
等
）

（
書
面
の
内
容
等
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２

前
項
の
書
面
に
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八

２

前
項
の
書
面
に
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八

十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
第
四
十
三
条
及
び
第
五
十
一
条

十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
第
四
十
三
条
及
び
第
五
十
一
条

第
一
項
第
三
十
一
号
に
お
い
て
「
日
本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｚ
八

第
一
項
第
三
十
一
号
に
お
い
て
「
日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｚ
八

三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
文
字
及
び
数
字
を
用
い
な
け

三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
文
字
及
び
数
字
を
用
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
契
約
締
結
前
交
付
書
面
の
記
載
方
法
）

（
契
約
締
結
前
交
付
書
面
の
記
載
方
法
）

第
四
十
三
条

契
約
締
結
前
交
付
書
面
に
は
、
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第

第
四
十
三
条

契
約
締
結
前
交
付
書
面
に
は
、
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第

三
十
七
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八

三
十
七
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、
日
本
工
業
規
格
Ｚ
八

三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
及
び
数
字
を

三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
及
び
数
字
を

用
い
て
明
瞭
か
つ
正
確
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

用
い
て
明
瞭
か
つ
正
確
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
締
結
前
交
付
書
面
に
は
、
準
用

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
締
結
前
交
付
書
面
に
は
、
準
用

金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の

金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の

概
要
並
び
に
同
項
第
五
号
及
び
第
四
十
六
条
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
を

概
要
並
び
に
同
項
第
五
号
及
び
第
四
十
六
条
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
を

、
枠
の
中
に
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
十
二
ポ
イ
ン
ト

、
枠
の
中
に
日
本
工
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
十
二
ポ
イ
ン
ト

以
上
の
大
き
さ
の
文
字
及
び
数
字
を
用
い
て
明
瞭
か
つ
正
確
に
記
載
し

以
上
の
大
き
さ
の
文
字
及
び
数
字
を
用
い
て
明
瞭
か
つ
正
確
に
記
載
し

、
か
つ
、
次
項
に
規
定
す
る
事
項
の
次
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

、
か
つ
、
次
項
に
規
定
す
る
事
項
の
次
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

３

共
済
事
業
を
行
う
組
合
は
、
契
約
締
結
前
交
付
書
面
に
は
、
第
四
十

３

共
済
事
業
を
行
う
組
合
は
、
契
約
締
結
前
交
付
書
面
に
は
、
第
四
十

六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
七
条

六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
七
条

の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
利
用
者
の
判
断
に
影
響
を
及

の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
利
用
者
の
判
断
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
と
な
る
特
に
重
要
な
も
の
を
、
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五

ぼ
す
こ
と
と
な
る
特
に
重
要
な
も
の
を
、
日
本
工
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五

に
規
定
す
る
十
二
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
及
び
数
字
を
用
い

に
規
定
す
る
十
二
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
及
び
数
字
を
用
い

て
当
該
契
約
締
結
前
交
付
書
面
の
最
初
に
平
易
に
記
載
す
る
も
の
と
す

て
当
該
契
約
締
結
前
交
付
書
面
の
最
初
に
平
易
に
記
載
す
る
も
の
と
す



- 13 -

る
。

る
。

（
貸
付
事
業
の
運
営
に
関
す
る
措
置
）

（
貸
付
事
業
の
運
営
に
関
す
る
措
置
）

第
五
十
一
条

法
第
十
三
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に

第
五
十
一
条

法
第
十
三
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に

掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一
～
三
十

（
略
）

一
～
三
十

（
略
）

三
十
一

貸
付
け
に
係
る
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

三
十
一

貸
付
け
に
係
る
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

、
当
該
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に

、
当
該
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に

し
、
当
該
契
約
の
内
容
を
説
明
す
る
書
面
（
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
三

し
、
当
該
契
約
の
内
容
を
説
明
す
る
書
面
（
日
本
工
業
規
格
Ｚ
八
三

〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
及
び
数
字
を

〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
及
び
数
字
を

用
い
て
明
瞭
か
つ
正
確
に
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
次
号
か
ら
第
四

用
い
て
明
瞭
か
つ
正
確
に
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
次
号
か
ら
第
四

十
号
ま
で
、
第
四
十
五
号
、
第
四
十
八
号
及
び
第
四
十
九
号
に
お
い

十
号
ま
で
、
第
四
十
五
号
、
第
四
十
八
号
及
び
第
四
十
九
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
当
該
契
約
の
相
手
方
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
交
付
す

て
同
じ
。
）
を
当
該
契
約
の
相
手
方
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
交
付
す

る
た
め
の
措
置

る
た
め
の
措
置

イ
～
カ

（
略
）

イ
～
カ

（
略
）

三
十
二
～
五
十
七

（
略
）

三
十
二
～
五
十
七

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

13

13
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別
紙
様
式
第
二
（
表
面
）
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

日
本

産
業

規
格
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（
栄
養
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

栄
養
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

(

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造)

(

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造)

第
二
十
二
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和

第
二
十
二
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本

産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式)

(

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式)

第
二
十
三
条

第
二
十
一
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に

第
二
十
三
条

第
二
十
一
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に

掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

(

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面)

(

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面)

第
二
十
四
条

第
二
十
一
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規

第
二
十
四
条

第
二
十
一
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規

格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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第
一
号
様
式
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格

第
二
号
様
式
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
削
る
。

第
四
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式
ま
で
及
び
第
九
号
様
式
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格
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（
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
号
様
式
か
ら
第
八
号
様
式
ま
で
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

日
本

産
業

規
格

第
九
号
様
式
及
び
第
十
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
及
び
第
十
号
様
式

削
除

第
十
一
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

標
準

規
格

日
本

産
業

規
格



- 19 -

（
予
防
接
種
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

予
防
接
種
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



- 20 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
十
一
条
の
二
十
八

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法

第
十
一
条
の
二
十
八

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下

「
日
本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ

「
日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
の
二
十
九

第
十
一
条
の
二
十
七
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の

第
十
一
条
の
二
十
九

第
十
一
条
の
二
十
七
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の

記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

第
十
一
条
の
三
十

第
十
一
条
の
二
十
七
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、

第
十
一
条
の
三
十

第
十
一
条
の
二
十
七
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、

日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る

日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）



- 21 -

（
医
師
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
七
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

Ａ
列

４
番

Ａ
４

一

医
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
七
号
）
第
三
号
書
式

二

歯
科
医
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
八
号
）
第
三
号
書
式

三

診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
第
三
号
書
式

四

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
第
二
号
様
式

五

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
四
号
）
様
式
第
五
か
ら
様
式
第
十
一

ま
で

六

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
厚
生
省
令
第
四
十
七
号
）
様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号

七

視
能
訓
練
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
様
式
第
五
号



- 22 -

（
生
活
保
護
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
八
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
日
本
標
準
規
格
」
を
削
る
。

一

生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
様
式
第
一
号
（
裏
）
及
び
様
式
第
二
号
（
裏
）

二

日
本
赤
十
字
社
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
厚
生
省
令
第
四
十
三
号
）
別
記
様
式



- 23 -

（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
及
び
別
記
様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別
記
様
式
第
一
号
 

(表
面

) 

 
 

 
    

 
第
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

   

精
神
保
健
指
定
医
の
証
 

   
 
氏

名
 

 

年
 
 
月
 
 
日
 
生
 
 
 

  
 
 

   
 
勤
務
先
 

      
 
 
厚
生
労
働
省
 
 
 
印
 

 
  

          

写
真
ち
ょ
う
付
面
 

         
 
交
付
日
 

 
 
 
 
令
和
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

  
 
有
効
期
限
 

 
 
 
 
令
和
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 

 
 

(A
列
6番

) 



(裏
面

) 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
抜
す
い
 

 
(報

告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査
) 

第
十
九
条
の
六
の
十
六
 
略
 

2
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
行
う
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票

を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
 

3
 
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解

釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

 
(申

請
等
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
指
定
医
の
診
察
等
) 

第
二
十
七
条
 
都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る

申
請
、
通
報
又
は
届
出
の
あ
つ
た
者
に
つ
い
て
調
査
の
上
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
指
定
す
る
指
定
医
を
し
て
診
察
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

2
 
都
道
府
県
知
事
は
、
入
院
さ
せ
な
け
れ
ば
精
神
障
害
の
た
め
に
自
身
を
傷
つ
け

又
は
他
人
に
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
者
に
つ
い
て

は
、
第
二
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
申
請
、
通
報
又
は
届
出
が
な

い
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
指
定
す
る
指
定
医
を
し
て
診
察
を
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

3
 
都
道
府
県
知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
診
察
を
さ
せ
る
場
合
に
は
、
当
該

職
員
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

4
 
指
定
医
及
び
前
項
の
当
該
職
員
は
、
前
三
項
の
職
務
を
行
う
に
当
た
つ
て
必
要

な
限
度
に
お
い
て
そ
の
者
の
居
住
す
る
場
所
へ
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

5
 
第
十
九
条
の
六
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

立
入
り
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
十
七
条
第
四
項
」
と
、
「
当
該
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
医
及
び
当
該
職
員
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

十
七
条
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

 
(報

告
徴
収
等
) 

第
三
十
八
条
の
六

 
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
精
神
科
病
院
の
管
理
者
に
対
し
、
当
該
精
神
科
病
院
に
入
院
中

の
者
の
症
状
若
し
く
は
処
遇
に
関
し
、
報
告
を
求
め
、
若
し
く
は
診
療
録
そ
の

他
の
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
当
該
職
員
若
し
く
は
そ
の
指

定
す
る
指
定
医
に
、
精
神
科
病
院
に
立
ち
入
り
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
、
診

療
録
そ
の
他
の
帳
簿
書
類

(
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作

成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
)を

検

査
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
精
神
科
病
院
に
入
院
中
の
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
質

問
さ
せ
、
又
は
そ
の
指
定
す
る
指
定
医
に
、
精
神
科
病
院
に
立
ち
入
り
、
当
該

精
神
科
病
院
に
入
院
中
の
者
を
診
察
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2
 
略
 

3
 
第
十
九
条
の
六
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
立
入
検
査
、
質
問
又
は
診
察
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
」
と
、
「
当

該
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
職
員
及
び
指
定
医
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。
 

  
(注

意
) 

一
 
こ
の
証
票
の
取
扱
い
に
注
意
し
、
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
直
ち

に
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
。
 

二
 
精
神
保
健
指
定
医
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
返
還
す
る
こ

と
。
 

三
 
こ
の
証
票
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
厚
生
労
働
大
臣

に
届
け
出
る
こ
と
。
 

 



別
記
様
式
第
二
号
 

(表
面

) 

 
 

 
 

 
 

第       号 

 

           (職) 氏名 

 

 

年  月  日 生 

 

 

 

精神保健福祉職員の証 

 

 

 

 

  令和  年  月  日 

 

 

 

厚生労働省(都道府県又は指定都市) 印 

 
  

 

写真ちよう付面 

 
 

 
 

 
 

(A
列
6番

) 



 

(裏
面

) 

 
 

 
 

 と、「当該職員」とあるのは「当該職員及び指定医」と、同条第三項中「第一項」とあるのは「第

三十八条の六第一項」と読み替えるものとする。 

 

(注意) 

一 この証票の取扱いに注意し、破り、汚し、又は失ったときは直ちに厚生労働大臣(都道府県知事又

は指定都市市長)に届け出ること。 

二 精神保健福祉職員でなくなったときは、厚生労働大臣(都道府県知事又は指定都市市長)に返還す

ること。 

 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律抜すい 
 
 (報告の徴収及び立入検査) 

第十九条の六の十六 略 
２ 前項の規定により立入検査を行う当該職員は、その身分を示す証票を携帯し、関係者の請求があ

つたときは、これを提示しなければならない。 

３ 第一項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。 
 (申請等に基づき行われる指定医の診察等) 

第二十七条 都道府県知事は、第二十二条から前条までの規定による申請、通報又は届出のあつた者

について調査の上必要があると認めるときは、その指定する指定医をして診察をさせなければなら

ない。 

２ 都道府県知事は、入院させなければ精神障害のために自身を傷つけ又は他人に害を及ぼすおそれ

があることが明らかである者については、第二十二条から前条までの規定による申請、通報又は届

出がない場合においても、その指定する指定医をして診察をさせることができる。 

３ 都道府県知事は、前二項の規定により診察をさせる場合には、当該職員を立ち会わせなければな

らない。 

４ 指定医及び前項の当該職員は、前三項の職務を行うに当たつて必要な限度においてその者の居住

する場所へ立ち入ることができる。 

５ 第十九条の六の十六第二項及び第三項の規定は、前項の規定による立入りについて準用する。こ

の場合において、同条第二項中「前項」とあるのは「第二十七条第四項」と、「当該職員」とある

のは「指定医及び当該職員」と、同条第三項中「第一項」とあるのは「第二十七条第四項」と読み

替えるものとする。 
 (報告徴収等) 

第三十八条の六 厚生労働大臣又は都道府県知事は、必要があると認めるときは、精神科病院の管理

者に対し、当該精神科病院に入院中の者の症状若しくは処遇に関し、報告を求め、若しくは診療録

その他の帳簿書類の提出若しくは提示を命じ、当該職員若しくはその指定する指定医に、精神科病

院に立ち入り、これらの事項に関し、診療録その他の帳簿書類(その作成又は保存に代えて電磁的記

録の作成又は保存がされている場合における当該電磁的記録を含む。)を検査させ、若しくは当該精

神科病院に入院中の者その他の関係者に質問させ、又はその指定する指定医に、精神科病院に立ち

入り、当該精神科病院に入院中の者を診察させることができる。 

２ 略 

３ 第十九条の六の十六第二項及び第三項の規定は、第一項の規定による立入検査、質問又は診察に

ついて準用する。この場合において、同条第二項中「前項」とあるのは「第三十八条の六第一項」 
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別
記
様
式
第
四
号
（
表
面
）
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
削
る
。
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（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



- 26 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
十
四
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二

第
十
四
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本
産

十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本
工

業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ

業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
十
五
条

第
十
三
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ

第
十
五
条

第
十
三
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ

る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
十
六
条

第
十
三
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ

第
十
六
条

第
十
三
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ

六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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（
狂
犬
病
予
防
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

狂
犬
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
鑑
札
の
内
容
等
）

（
鑑
札
の
内
容
等
）

第
五
条

法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
長
（
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、

第
五
条

法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
長
（
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、

区
長
。
次
項
及
び
第
十
二
条
第
四
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
が
交
付
す
る
鑑
札

区
長
。
次
項
及
び
第
十
二
条
第
四
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
が
交
付
す
る
鑑
札

は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
が

は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
が

交
付
す
る
鑑
札
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
具
備
し

交
付
す
る
鑑
札
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
具
備
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
町
村
長
が
別
に
鑑
札
を
定
め
た
と

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
町
村
長
が
別
に
鑑
札
を
定
め
た
と

き
は
、
次
の
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て

き
は
、
次
の
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て

、
当
該
鑑
札
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
当
該
鑑
札
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
識
別
し
や
す
い
色
の
文
字
で
表
示
す

三

前
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
識
別
し
や
す
い
色
の
文
字
で
表
示
す

る
も
の
と
し
、
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
十
二
ポ
イ
ン
ト
以
上

る
も
の
と
し
、
日
本
工
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
十
二
ポ
イ
ン
ト
以
上

の
大
き
さ
の
文
字
を
用
い
る
こ
と
。

の
大
き
さ
の
文
字
を
用
い
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
注
射
済
票
の
交
付
）

（
注
射
済
票
の
交
付
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
長
が
交
付
す
る
注
射
済
票
は
、
次
に
掲
げ
る
条

３

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
長
が
交
付
す
る
注
射
済
票
は
、
次
に
掲
げ
る
条

件
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
が
交
付
す
る
注
射
済
票

件
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
が
交
付
す
る
注
射
済
票

に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
具
備
し
た
も
の
で
な
れ

に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
具
備
し
た
も
の
で
な
け

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
町
村
長
が
別
に
注
射
済
票
を
定
め
た
と
き
は
、
次
の

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
町
村
長
が
別
に
注
射
済
票
を
定
め
た
と
き
は
、
次

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、
当
該
注
射

の
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、
当
該
注

済
票
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

射
済
票
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
識
別
し
や
す
い
色
の
文
字
で
表
示
す

三

前
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
識
別
し
や
す
い
色
の
文
字
で
表
示
す

る
も
の
と
し
、
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の

る
も
の
と
し
、
日
本
工
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
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大
き
さ
の
文
字
を
用
い
る
こ
と
。

大
き
さ
の
文
字
を
用
い
る
こ
と
。

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
十
九
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号

第
十
九
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号

に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な

に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
二
十
条

第
十
八
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方

第
二
十
条

第
十
八
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方

式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号
又

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号
又

は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇

五
号
に
規
定
す
る
方
式

五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
二
十
一
条

第
十
八
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六

第
二
十
一
条

第
十
八
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六

二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を

二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を

貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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別
記
様
式
第
四
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格
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（
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
定
量
方
法
）

（
定
量
方
法
）

第
十
二
条
の
五

令
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法

第
十
二
条
の
五

令
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法

に
よ
り
定
量
し
た
場
合
に
お
け
る
数
値
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四

に
よ
り
定
量
し
た
場
合
に
お
け
る
数
値
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本
産
業
規

年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｋ
二
二
六
〇
号
（
ガ
ソ

格
」
と
い
う
。
）
Ｋ
二
二
五
五
号
（
石
油
製
品
�
ガ
ソ
リ
ン
�
鉛
分
の
求
め

リ
ン
中
の
鉛
ア
ン
チ
ノ
ツ
ク
剤
定
量
試
験
法
（
重
量
法
）
）
に
よ
り
定
量
し

方
）
に
よ
り
定
量
し
た
場
合
に
お
け
る
数
値
を
四
エ
チ
ル
鉛
に
換
算
し
た
数

た
場
合
に
お
け
る
数
値
を
四
エ
チ
ル
鉛
に
換
算
し
た
数
値
と
す
る
。

値
と
す
る
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
二
十
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
産
業
規
格

第
二
十
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法

Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
（
昭
和
六
十
二
年
）
に
適

合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
二
十
六
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は

第
二
十
六
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は

、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

号
に
規
定
す
る
方
式

号
（
平
成
七
年
）
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
（
平
成
七
年
）
に

規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
（
平
成
二
年
）
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
二
十
七
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本

第
二
十
七
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本

産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
（
昭
和
六
十
二
年
）
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
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を
記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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別
記
第
一
号
様
式
、
別
記
第
二
号
様
式
、
別
記
第
四
号
様
式
か
ら
別
記
第
六
号
様
式
ま
で
、
別
記
第
八
号
様
式
か
ら
別
記
第

十
四
号
様
式
ま
で
及
び
別
記
第
十
七
号
様
式
か
ら
別
記
第
十
九
号
様
式
の

ま
で
中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

(2)

」
に
、
「楷

書
」
を
「楷

書

」
に
改
め
る
。

か
い

AKLCS
テキスト ボックス
かい
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（
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

社
会
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
四
十
二
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和

第
四
十
二
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本

産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
四
十
三
条

第
四
十
一
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に

第
四
十
三
条

第
四
十
一
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に

掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
四
十
四
条

第
四
十
一
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規

第
四
十
四
条

第
四
十
一
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規

格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
厚
生
省
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う

に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
四
十
八
条

第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ

第
四
十
八
条

第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ

ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ

ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ

く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号

く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号

に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
四
十
九
条

第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
十
七
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ

第
四
十
九
条

第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
十
七
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら

ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
五
十
条

第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
十
七
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

第
五
十
条

第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
十
七
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域

デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域

に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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（
母
体
保
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

母
体
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
厚
生
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
三
十
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二

第
三
十
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本
産

十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本
工

業
規
格
」
と
い
う
。
）

六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ

業
規
格
」
と
い
う
。
）

六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ

Ｘ

Ｘ

レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
三
十
一
条

第
二
十
九
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に

第
三
十
一
条

第
二
十
九
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に

掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格

六
二
二
四

Ｘ

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格

六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

Ｘ

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格

六
二
二
四
号

Ｘ

又
は
日
本
産
業
規
格

六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

Ｘ

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格

〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格

〇

Ｘ

Ｘ

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
三
十
二
条

第
二
十
九
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規

第
三
十
二
条

第
二
十
九
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規

格

六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

格

六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

Ｘ

Ｘ

し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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別
記
様
式
第
十
二
号

及
び
別
記
様
式
第
十
三
号

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

日
本

産
業

規
格

（二）

（二）
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（
未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う

に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
二
十
二
条

前
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産

第
二
十
二
条

前
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工

業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業

業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業

規
格
（
以
下
「
日
本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る

規
格
（
以
下
「
日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る

九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば

九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
二
十
三
条

第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク

第
二
十
三
条

第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク

へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
二
十
四
条

第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク

第
二
十
四
条

第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク

に
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に

に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）



- 44 -

（
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

様
式
第
一
号

の
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（一）



職務

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

公 費 負 担 者 番 号 保 険 者 番 号

(

船
舶
所
有
者)

事

業

所

所　在　地
　電話　　　　　局　　　 　  番

被
保
険
者
手
帳

被

保

険

者

証

　電話　　　　　　　 局　　　　　　番

令和　　　年　　　月　　　日

公 費 負 担 医 療
の 受 給 者 番 号

受
　
　
　
診
　
　
　
者

有 効 期 限
氏　　　名

保
険
者

　電話　　　　　局　　　 　  番
職　　　業

被保険者
との続柄

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

所　在　地

住　　　所

終　  　了 転　　  　　帰傷　　　　病　　　　名 開   　　始

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

名　　　称

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

  日間

  日間

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

様
式
第
一
号
（

一
）

の
１
　
（

第
二
十
二
条
関
係
）

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

診　　　　　　療　　　　　　録

記号・番号

明
大
昭
平
令

名　　　称

被 保 険 者 氏 名

資　格　取　得
昭和
平成
令和

期間満了予定日

          ・

   年      月　 　 日

入　 院　 期　 間
意見書に記入した労務不能期間 意　見　書　交　付

年 月 日   日間
 自　　月　　 日
 至　　月　 　日

  日間
自　　月　　 日
至　　月　 　日

傷   病   名

年 月 日

自　　月　　 日
至　　月　 　日

自　　月　　 日
至　　月　 　日

 自　　月　　 日
 至　　月　 　日

 自　　月　　 日
 至　　月　 　日

  日間

  日間

備
　
考

公費負担者番号

公 費 負 担 医 療
の 受 給 者 番 号

生 年 月 日 男・女

業務災害又は通勤災害の疑いがある場合は、その旨

　　  年　    月　　  日生

労　務　不　能　に　関　す　る　意　見

年 月 日
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様
式
第
一
号

の
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（二）



職
務

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

男・女

　電話　　　　　  局　　  　 番

　 自　　 月　　日
　 至　　 月　　日

          年
    月　　日

          年
    月　　日

名　　　称

名　　　称

労　務　不　能　に　関　す　る　意　見

明
大
昭
平
令

　      年
   月　 日

          年
    月　　日

          年
    月　　日

    年      月　 　 日

備　考

          年
    月　　日

          年
    月　　日

          年
    月　　日

          年
    月　　日

          年
    月　　日

様
式
第
一
号
（

二
）

の
１
　
（

第
二
十
二
条
関
係
）

被 保 険 者 氏 名

資　格　取　得

終　　了 転　　帰

歯　　科　　診　　療　　録

記号・番号         ・

          年
    月　　日

傷　病　名

　電話　　　　　　 局　　　　　   番

開　　始

          年
    月　　日

   日間

業務災害又は通勤災害の疑いがある場合は、その旨

住　　　所

職　　　業

保
険
者

所　在　地

(

船
舶
所
有
者)

事

業

所

所　在　地

　　 年　　  月　　  日生

保 険 者 番 号公 費 負 担 者 番 号

氏　　　名

傷　　　病　　　名

被
保
険
者
手
帳

被

保

険

者

証

部　　　位

　      年
   月　 日

　      年
   月　 日

　      年
   月　 日

　      年
   月　 日

　      年
   月　 日

　      年
   月　 日

　      年
   月　 日

　      年
   月　 日

　      年
   月　 日

　      年
   月　 日

公 費 負 担 医 療
の 受 給 者 番 号

　令和　　　　年　　　月　　　日

　昭和
　平成
　令和

　電話　　　　　  局　　　   番

受
　
　
　
診
　
　
　
者

有 効 期 限

生 年 月 日

被保険者
との続柄

入　 院　 期　 間
意見書に記入した労務不能期間 意　　見　　書　　交　　付

　　 　　　年　　  月　　　日    日間
 　自　   月　　 日
   至　　 月　   日

右 左

上

下

〔主訴〕その他摘要
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（
引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。次

の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
九
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭

第
九
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日

本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
十
条

第
八
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

第
十
条

第
八
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
十
一
条

第
八
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規

第
十
一
条

第
八
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規

格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格



- 49 -

（
公
衆
衛
生
修
学
資
金
貸
与
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

公
衆
衛
生
修
学
資
金
貸
与
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に

改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
十
三
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二

第
十
三
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二

三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ

三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
十
四
条

第
十
二
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ

第
十
四
条

第
十
二
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ

る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

号
又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
十
五
条

第
十
二
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ

第
十
五
条

第
十
二
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ

六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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（
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
三
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
三
十
一
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和

第
三
十
一
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本

産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
三
十
二
条

第
三
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

第
三
十
二
条

第
三
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
三
十
三
条

第
三
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格

第
三
十
三
条

第
三
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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様
式
第
一
及
び
様
式
第
二
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格
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（
毎
月
勤
労
統
計
調
査
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

毎
月
勤
労
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
労
働
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
十
七
条
の
四

前
条
の
入
力
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

第
十
七
条
の
四

前
条
の
入
力
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本
産
業
規
格
」
と
い

百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本
工
業
規
格
」
と
い

う
。
）
Ｘ
〇
二
〇
一
及
び
Ｘ
〇
二
〇
八
に
規
定
す
る
図
形
文
字
並
び
に
日
本

う
。
）
Ｘ
〇
二
〇
一
及
び
Ｘ
〇
二
〇
八
に
規
定
す
る
図
形
文
字
並
び
に
日
本

産
業
規
格
Ｘ
〇
二
一
一
に
規
定
す
る
制
御
文
字
の
う
ち
「
復
帰
」
及
び
「
改

工
業
規
格
Ｘ
〇
二
一
一
に
規
定
す
る
制
御
文
字
の
う
ち
「
復
帰
」
及
び
「
改

行
」
を
用
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
」
を
用
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
調
理
師
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

調
理
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
二
十
八
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和

第
二
十
八
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本

産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
二
十
九
条

第
二
十
七
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に

第
二
十
九
条

第
二
十
七
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に

掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
三
十
条

第
二
十
七
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格

第
三
十
条

第
二
十
七
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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様
式
第
一
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格

様
式
第
二
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
削
る
。
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（
未
帰
還
者
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

未
帰
還
者
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う

に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭

第
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日

本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
六
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

第
六
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
七
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格

第
七
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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（
老
齢
福
祉
年
金
支
給
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

老
齢
福
祉
年
金
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
号
（
表
面
）
及
び
様
式
第
三
号
（
表
面
）
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格

様
式
第
四
号
（
表
紙
）
、
様
式
第
五
号
（
表
面
）
及
び
様
式
第
六
号
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格
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（
国
民
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格

様
式
第
三
号
（
表
面
）
及
び
様
式
第
四
号
（
表
面
）
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格

様
式
第
十
六
号
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格

様
式
第
十
七
号
（
裏
面
）
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
削
る
。

様
式
第
二
十
号
、
様
式
第
二
十
二
号
及
び
様
式
第
二
十
三
号
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格
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（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年

厚
生
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
要
指
導
医
薬
品
の
表
示
）

（
要
指
導
医
薬
品
の
表
示
）

第
二
百
九
条
の
二

（
略
）

第
二
百
九
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

３

第
一
項
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本
産
業
規
格
」
と
い

百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本
工
業
規
格
」
と
い

う
。
）
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
を
用

う
。
）
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
を
用

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
直
接
の
容
器
又
は
直
接
の
被
包
の

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
直
接
の
容
器
又
は
直
接
の
被
包
の

面
積
が
狭
い
た
め
当
該
文
字
を
明
瞭
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は

面
積
が
狭
い
た
め
当
該
文
字
を
明
瞭
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は

、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
二
百
八
十
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
産
業

第
二
百
八
十
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
工
業

規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ

規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ

ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
二
百
八
十
六
条

第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ

第
二
百
八
十
六
条

第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ

の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
二
百
八
十
七
条

第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に

第
二
百
八
十
七
条

第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
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は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲

は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

附

則

附

則

１
～
６

（
略
）

１
～
６

（
略
）

（
削
る
）

７

第
十
八
条
に
掲
げ
る
日
本
工
業
規
格
及
び
別
表
第
一
第
八
十
五
号
⑴
か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
日
本
工
業
規
格
が
改
正
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
改

95正
の
際
現
に
法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受

け
て
当
該
改
正
前
の
当
該
日
本
工
業
規
格
に
適
合
す
る
医
療
用
具
（
第
十
八

条
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
規
格
適
合
医
療
用
具
」
と
い
う
。

）
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
一
項
（
法
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
又
は
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
承
認
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
な
く
当
該
旧
規
格

適
合
医
療
用
具
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
て
い
た
者
は
、
当
該
改
正
後
一
年

六
月
の
間
は
、
当
該
旧
規
格
適
合
医
療
用
具
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
る
こ
と

な
く
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
～

（
略
）

８
～

（
略
）

13

14
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様
式
第
一
、
様
式
第
三
か
ら
様
式
第
九
ま
で
、
様
式
第
十
一
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
四
か
ら
様
式
第
十
八
ま
で
、
様

式
第
二
十
か
ら
様
式
第
四
十
一
ま
で
、
様
式
第
五
十
三
か
ら
様
式
第
六
十
三
の
二
ま
で
、
様
式
第
六
十
三
の
四
、
様
式
第
六

十
三
の
五
、
様
式
第
六
十
三
の
七
か
ら
様
式
第
七
十
ま
で
、
様
式
第
七
十
一
の
二
か
ら
様
式
第
七
十
四
ま
で
、
様
式
第
七
十

五
か
ら
様
式
第
七
十
六
ま
で
、
様
式
第
七
十
八
、
様
式
第
八
十
三
、
様
式
第
八
十
四
、
様
式
第
八
十
六
、
様
式
第
八
十
六
の

二
、
様
式
第
八
十
六
の
四
か
ら
様
式
第
八
十
八
ま
で
、
様
式
第
九
十
、
様
式
第
九
十
一
、
様
式
第
九
十
三
か
ら
様
式
第
九
十

四
の
二
ま
で
、
様
式
第
九
十
四
の
四
か
ら
様
式
第
九
十
六
ま
で
、
様
式
第
九
十
七
の
二
か
ら
様
式
第
百
一
ま
で
、
様
式
第
百

四
、
様
式
第
百
六
、
様
式
第
百
七
（
一
）
か
ら
様
式
第
百
八
ま
で
、
様
式
第
百
十
二
（
一
）
か
ら
様
式
第
百
二
十
ま
で
及
び

様
式
第
百
二
十
二
か
ら
様
式
第
百
二
十
七
ま
で
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格
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（
薬
局
等
構
造
設
備
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

薬
局
等
構
造
設
備
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表

別
表

標
識

大
き
さ

標
識
を
付
け
る
箇
所

標
識

大
き
さ

標
識
を
付
け
る
箇
所

産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二

放
射
能
標
識
は
、
半
径
一

貯
蔵
室
の
出
入
口
又

工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二

放
射
能
標
識
は
、
半
径
一

貯
蔵
室
の
出
入
口
又

十
四
年
法
律
第
百
八
十
五

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

は
そ
の
附
近

十
四
年
法
律
第
百
八
十
五

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

は
そ
の
附
近

号
）
第
二
十
条
第
一
項
の

と
す
る
こ
と
。

号
）
第
十
七
条
第
一
項
の

と
す
る
こ
と
。

産
業
工
業
規
格
に
よ
る
放

工
業
工
業
規
格
に
よ
る
放

射
能
標
識
の
上
部
に
「
貯

射
能
標
識
の
上
部
に
「
貯

蔵
室
」
の
文
字
を
、
下
部

蔵
室
」
の
文
字
を
、
下
部

に
「
許
可
な
く
し
て
立
ち

に
「
許
可
な
く
し
て
立
ち

入
り
を
禁
ず
」
の
文
字
を

入
り
を
禁
ず
」
の
文
字
を

記
入
す
る
こ
と
。

記
入
す
る
こ
と
。
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（
放
射
性
医
薬
品
の
製
造
及
び
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

放
射
性
医
薬
品
の
製
造
及
び
取
扱
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改

正
す
る
。



- 70 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

設
備
、
場
所
等

標
識

標
識
を
付
け
る
箇
所

設
備
、
場
所
等

標
識

標
識
を
付
け
る
箇
所

放
射
性
医
薬
品

上
部
に
「
放
射
性
物
質
作
業
所
」
の

作
業
所
及
び
放
射
性

放
射
性
医
薬
品

上
部
に
「
放
射
性
物
質
作
業
所
」
の

作
業
所
及
び
放
射
性

の
製
造
所
の
作

文
字
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、

物
質
を
取
り
扱
う
場

の
製
造
所
の
作

文
字
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、

物
質
を
取
り
扱
う
場

業
所
並
び
に
薬

半
径
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

所
の
扉
若
し
く
は
出

業
所
並
び
に
薬

半
径
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

所
の
と
び
ら
若
し
く

局
、
事
務
所
及

産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

入
口
又
は
こ
れ
ら
の

局
、
事
務
所
及

工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

は
出
入
口
又
は
こ
れ

び
営
業
所
内
の

律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
十
条
第
一

附
近

び
営
業
所
内
の

律
第
百
八
十
五
号
）
第
十
七
条
第
一

ら
の
附
近

放
射
性
物
質
を

項
の
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本

放
射
性
物
質
を

項
の
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本

取
り
扱
う
場
所

産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
放

取
り
扱
う
場
所

工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
放

射
能
標
識
（
以
下
「
放
射
能
標
識
」

射
能
標
識
（
以
下
「
放
射
能
標
識
」

と
い
う
。
）

と
い
う
。
）

汚
染
検
査
室

下
部
に
「
汚
染
検
査
室
」
の
文
字
が

汚
染
検
査
室
の
出
入

汚
染
検
査
室

下
部
に
「
汚
染
検
査
室
」
の
文
字
が

汚
染
検
査
室
の
出
入

記
入
さ
れ
て
い
る
日
本
産
業
規
格
に

口
又
は
そ
の
附
近

記
入
さ
れ
て
い
る
日
本
工
業
規
格
に

口
又
は
そ
の
附
近

よ
る
安
全
衛
生
指
導
標
識
（
緑
地
に

よ
る
安
全
衛
生
指
導
標
識
（
緑
地
に

、
長
さ
が
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

、
長
さ
が
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
白
十
字
が
書
か
れ
て
い
る
場
合

上
の
白
十
字
が
書
か
れ
て
い
る
場
合

に
限
る
。
）

に
限
る
。
）

（
略
）

（
略
）

液
体
状
の
放
射

排
水
浄
化
そ
う
に
あ
つ
て
は
、
上
部

放
射
能
標
識
に
つ
い

液
体
状
の
放
射

排
水
浄
化
そ
う
に
あ
つ
て
は
、
上
部

放
射
能
標
識
に
つ
い

性
物
質
等
の
排

に
「
排
水
設
備
」
、
下
部
に
「
許
可

て
は
排
水
浄
化
そ
う

性
物
質
等
の
排

に
「
排
水
設
備
」
、
下
部
に
「
許
可

て
は
排
水
浄
化
そ
う

水
設
備

な
く
し
て
立
ち
入
り
を
禁
ず
」
の
文

の
表
面
又
は
そ
の
附

水
設
備

な
く
し
て
立
ち
入
り
を
禁
ず
」
の
文

の
表
面
又
は
そ
の
附

字
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
半

近(

排
水
浄
化
そ
う

字
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
半

近(

排
水
浄
化
そ
う

径
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
放

が
埋
没
し
て
い
る
場

径
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
放

が
埋
没
し
て
い
る
場

射
能
標
識
、
排
液
処
理
装
置
に
あ
つ

合
に
は
、
当
該
埋
没

射
能
標
識
、
排
液
処
理
装
置
に
あ
つ

合
に
は
、
当
該
埋
没

て
は
、
上
部
に
「
排
水
設
備
」
、
下

箇
所
の
真
上
又
は
そ

て
は
、
上
部
に
「
排
水
設
備
」
、
下

箇
所
の
真
上
又
は
そ

部
に
「
許
可
な
く
し
て
ふ
れ
る
こ
と

の
附
近
の
地
上)

及

部
に
「
許
可
な
く
し
て
ふ
れ
る
こ
と

の
附
近
の
地
上)

及

を
禁
ず
」
の
文
字
が
記
入
さ
れ
て
お

び
排
液
処
理
装
置
、

を
禁
ず
」
の
文
字
が
記
入
さ
れ
て
お

び
排
液
処
理
装
置
、
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り
、
か
つ
、
半
径
が
五
セ
ン
チ
メ
ー

放
射
能
表
示
に
つ
い

り
、
か
つ
、
半
径
が
五
セ
ン
チ
メ
ー

放
射
能
表
示
に
つ
い

ト
ル
以
上
の
放
射
能
標
識
、
排
水
管

て
は
地
上
に
露
出
す

ト
ル
以
上
の
放
射
能
標
識
、
排
水
管

て
は
地
上
に
露
出
す

に
あ
つ
て
は
、
赤
紫
部
分
の
幅
が
二

る
排
水
管
の
部
分
の

に
あ
つ
て
は
、
赤
紫
部
分
の
幅
が
二

る
排
水
管
の
部
分
の

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か

表
面

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か

表
面

つ
、
黄
部
分
の
幅
が
そ
の
二
分
の
一

つ
、
黄
部
分
の
幅
が
そ
の
二
分
の
一

、
青
部
分
の
幅
が
そ
の
二
倍
で
あ
る

、
青
部
分
の
幅
が
そ
の
二
倍
で
あ
る

日
本
産
業
規
格
に
よ
る
放
射
能
表
示

日
本
工
業
規
格
に
よ
る
放
射
能
表
示

（
以
下
「
放
射
能
表
示
」
と
い
う
。

（
以
下
「
放
射
能
表
示
」
と
い
う
。

）

）

（
略
）
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（
薬
剤
師
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

薬
剤
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

Ａ
列

４
番

Ａ
４

様
式
第
二
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

Ａ
４

列
４

番
Ａ

４

様
式
第
四
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

Ａ
列

４
番

Ａ
４

様
式
第
五
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

Ａ
４

列
４

番
Ａ

４

様
式
第
六
の
二
、
様
式
第
六
の
四
及
び
様
式
第
六
の
五
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

Ａ
列

４
番

Ａ
４

様
式
第
七
及
び
様
式
第
九
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

Ａ
４

列
４

番
Ａ

４
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（
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
六
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭

第
六
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日

本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
七
条

第
五
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

第
七
条

第
五
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
八
条

第
五
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格

第
八
条

第
五
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格



- 76 -

（
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
削
る
。

一

老
人
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
別
記
様
式
第
一
（
裏
面
）
、
別
記
様
式
第
二
の
二

（
裏
面
）
及
び
別
記
様
式
第
二
の
三
（
裏
面
）

二

製
菓
衛
生
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
五
号
）
別
記
様
式
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（
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。次

の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
二
十
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（

第
二
十
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「

日
本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー

日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
二
十
一
条

第
十
九
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、

第
二
十
一
条

第
十
九
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、

次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
二
十
二
条

第
十
九
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産

第
二
十
二
条

第
十
九
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工

業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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様
式
第
一
号
、
様
式
第
三
号
の
一
、
様
式
第
三
号
の
二
、
様
式
第
十
号
か
ら
様
式
第
十
三
号
ま
で
、
様
式
第
十
五
号
及
び
様

式
第
十
六
号
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格
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（
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
厚
生
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭

第
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日

本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
六
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

第
六
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
七
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格

第
七
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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様
式
第
一
号
の
二
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格



- 83 -

（
母
子
保
健
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

日
本

産
業

規
格

一

母
子
保
健
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
厚
生
省
令
第
五
十
五
号
）
様
式
第
一
号
（
一
）
及
び
様
式
第
一
号
（
二
）

二

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭

和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
様
式
第
二
号
（
表
面
）
及
び
様
式
第
四
号
（
表
面
）

三

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
）
様
式
第
二
号
（
表
紙

）
、
様
式
第
二
号
（
一
頁
か
ら
六
頁
ま
で
）
及
び
様
式
第
三
号
（
表
面
）

四

失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
労
働
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
九
号
）
別
記
様
式
（
甲
）
（
表

面
）
及
び
別
記
様
式
（
乙
）
（
表
面
）

五

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四

十
四
号
）
様
式
第
四
号
の
三
及
び
様
式
第
四
号
の
四

六

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
九
号
）
様
式
第
一
号
、
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様
式
第
三
号
（
第
一
面
）
、
様
式
第
四
号
、
様
式
第
五
号
（
表
面
）
、
様
式
第
六
号
（
表
面
）
、
様
式
第
七
号
、
様
式
第

八
号
（
表
面
）
、
様
式
第
九
号
、
様
式
第
十
号
、
様
式
第
十
一
号
（
表
面
）
、
様
式
第
十
二
号
（
表
面
）
及
び
様
式
第
十

三
号
か
ら
様
式
第
二
十
号
ま
で

七

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
労

働
省
令
第
二
十
号
）
様
式
第
一
号
、
様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
五
号
ま
で
、
様
式
第
八
号
及
び
様
式
第
十
一
号
か
ら
様
式

第
十
四
号
ま
で

八

既
認
定
者
等
に
交
付
す
る
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
二
号
）

様
式
（
表
紙
）

九

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省

令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
七
号
）
別
記
様
式

十

厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
九

号
）
様
式
第
一
号
（
表
面
）

十
一

厚
生
労
働
省
関
係
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
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働
省
令
第
百
五
十
三
号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第
八
ま
で

十
二

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省

令
第
九
十
三
号
）
様
式
第
五
号
か
ら
様
式
第
八
号
ま
で

十
三

厚
生
労
働
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
三
号
）
第
二
号
様
式

か
ら
第
五
号
様
式
ま
で

十
四

民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
五
号
）
様
式
第
一
号
（
第
一
面
）
、
様
式
第
一
号
（
第
二
面
）
、
様
式
第
二
号
（
第
一
面

）
、
様
式
第
三
号
、
様
式
第
四
号
、
様
式
第
五
号
（
第
一
面
）
及
び
様
式
第
六
号
（
表
面
）
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（
毒
物
又
は
劇
物
を
含
有
す
る
物
の
定
量
方
法
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

毒
物
又
は
劇
物
を
含
有
す
る
物
の
定
量
方
法
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
二
条

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
塩
化
水
素
、
硝
酸
若
し

第
二
条

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
塩
化
水
素
、
硝
酸
若
し

く
は
硫
酸
又
は
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
若
し
く
は
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
有
す

く
は
硫
酸
又
は
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
若
し
く
は
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
有
す

る
液
体
状
の
物
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
定
量
す
る
。

る
液
体
状
の
物
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
定
量
す
る
。

試
料
液
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
と
り
蒸
留
水
を
加
え
て
千
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と

試
料
液
百
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
を
と
り
蒸
留
水
を
加
え
て
千
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と

し
混
和
す
る
。
こ
の
混
和
液
に
つ
い
て
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年

し
混
和
す
る
。
こ
の
混
和
液
に
つ
い
て
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
十
二
に

法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｋ
〇
一
〇
二
の
八
に
該

該
当
す
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
。

当
す
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
。

別
表
第
二

別
表
第
二

1

～1
4
(
略
)

1

～1
4
(
略
)

1
5
Ｐ

―ジ
メ
チ
ル
ア
ミ

産
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
Ｋ

1
5
Ｐ

―ジ
メ
チ
ル
ア
ミ

工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｋ

ノ
ベ
ン
ジ
リ
デ
ン
ロ
ダ
８
４
９
５
号
特
級
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る

。

ノ
ベ
ン
ジ
リ
デ
ン
ロ
ダ
８
４
９
５
号
特
級
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る

。

ニ
ン

ニ
ン
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（
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
六
条

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭

第
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日

本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
六
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

第
六
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
七
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格

第
七
条

第
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）



- 90 -

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格



- 91 -

（
医
薬
品
等
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
タ
ー
ル
色
素
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
七
条

医
薬
品
等
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
タ
ー
ル
色
素
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
号
）

の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



-
9
2

-

（
）

傍
線
部
分
は
改
正
部
分

改

正

後

改

正

前

～
（

）
～

（
）

第
一
条

第
三
条

略

第
一
条

第
三
条

略

別
表

別
表

通
則

通
則

１
（

略
）

１
（

略
）

２
「

日
本

産
業

規
格

」
と

は
、

産
業

標
準

化
法

（
昭

和
2
4
年

法
律

第
1
8

２
「

日
本

工
業

規
格

」
と

は
、

工
業

標
準

化
法

（
昭

和
2
4
年

法
律

第
1
8

5
号

）
に

規
定

す
る

日
本

産
業

規
格

を
い

う
。

5
号

）
に

規
定

す
る

日
本

工
業

規
格

を
い

う
。

３
～

4
5

（
略

）
３

～
4
5

（
略

）

第
一

部
～

第
三

部
（

略
）

第
一

部
～

第
三

部
（

略
）

第
四

部
第

四
部

一
般

試
験

法
（

略
）

一
般

試
験

法
（

略
）

試
薬

・
試

液
、

標
準

液
及

び
容

量
分

析
用

標
準

液
試

薬
・

試
液

、
標

準
液

及
び

容
量

分
析

用
標

準
液

試
薬

・
試

液
、

標
準

液
及

び
容

量
分

析
用

標
準

液
は

次
に

掲
げ

る
も

試
薬

・
試

液
、

標
準

液
及

び
容

量
分

析
用

標
準

液
は

次
に

掲
げ

る
も

の
を

用
い

る
。

日
本

産
業

規
格

に
該

当
す

る
も

の
に

あ
っ

て
は

そ
の

規
の

を
用

い
る

。
日

本
工

業
規

格
に

該
当

す
る

も
の

に
あ

っ
て

は
そ

の
規

格
番

号
、

規
格

名
称

、
用

途
等

を
、

日
本

薬
局

方
収

載
品

に
あ

っ
て

は
格

番
号

、
規

格
名

称
、

用
途

等
を

、
日

本
薬

局
方

収
載

品
に

あ
っ

て
は

日
局

医
薬

品
各

条
と

示
し

た
後

、
そ

の
日

本
薬

局
方

名
を

記
載

す
る

。
日

局
医

薬
品

各
条

と
示

し
た

後
、

そ
の

日
本

薬
局

方
名

を
記

載
す

る
。

ま
た

必
要

に
応

じ
て

調
製

法
、

参
考

情
報

等
を

記
載

す
る

。
ま

た
必

要
に

応
じ

て
調

製
法

、
参

考
情

報
等

を
記

載
す

る
。

１
～

1
6
0

（
略

）
１

～
1
6
0

（
略

）

薄
層

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
用

標
準

品
（

略
）

薄
層

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
用

標
準

品
（

略
）

計
量

器
・

用
器

計
量

器
・

用
器

１
温

度
計

浸
線

付
き

温
度

計
（

棒
状

）
又

は
日

本
産

業
規

格
の

全
１

温
度

計
浸

線
付

き
温

度
計

（
棒

状
）

又
は

日
本

工
業

規
格

の
全

没
式

水
銀

温
度

計
（

棒
状

）
の

器
差

試
験

を
行

っ
た

も
の

を
用

い
る

没
式

水
銀

温
度

計
（

棒
状

）
の

器
差

試
験

を
行

っ
た

も
の

を
用

い
る

。
な

お
、

融
点

測
定

法
に

は
浸

線
付

き
温

度
計

(
棒

状
)
を

用
い

る
こ

。
な

お
、

融
点

測
定

法
に

は
浸

線
付

き
温

度
計

(
棒

状
)
を

用
い

る
こ

と
。

と
。

浸
線

付
き

温
度

計
(
棒

状
)
は

次
に

示
す

も
の

と
す

る
。

（
表

略
）

浸
線

付
き

温
度

計
(
棒

状
)
は

次
に

示
す

も
の

と
す

る
。

（
表

略
）

２
化

学
用

体
積

計
２

化
学

用
体

積
計

メ
ス

フ
ラ

ス
コ

、
ピ

ペ
ッ

ト
、

ビ
ュ

レ
ッ

ト
及

び
メ

ス
シ

リ
ン

ダ
メ

ス
フ

ラ
ス

コ
、

ピ
ペ

ッ
ト

、
ビ

ュ
レ

ッ
ト

及
び

メ
ス

シ
リ

ン
ダ

ー
は

日
本

産
業

規
格

に
適

合
し

た
も

の
を

用
い

る
。

ー
は

日
本

工
業

規
格

に
適

合
し

た
も

の
を

用
い

る
。



-
9
3

-

３
・

４
（

略
）

３
・

４
（

略
）

５
ガ

ラ
ス

ろ
過

器
５

ガ
ラ

ス
ろ

過
器

日
本

産
業

規
格

R
3
5
0
3
に

該
当

す
る

も
の

を
用

い
る

。
日

本
工

業
規

格
R
3
5
0
3
に

該
当

す
る

も
の

を
用

い
る

。

６
ふ

る
い

６
ふ

る
い

次
表

に
示

す
日

本
産

業
規

格
Z
8
8
0
1
―

１
に

該
当

す
る

も
の

を
用

次
表

に
示

す
日

本
工

業
規

格
Z
8
8
0
1
―

１
に

該
当

す
る

も
の

を
用

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

名
称

は
、

ふ
る

い
番

号
又

は
呼

び
寸

法
(
μ

m
)

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

名
称

は
、

ふ
る

い
番

号
又

は
呼

び
寸

法
(
μ

m
)

と
す

る
。

（
表

略
）

と
す

る
。

（
表

略
）

７
ろ

紙
７

ろ
紙

次
に

示
す

も
の

を
用

い
る

。
な

お
、

ろ
紙

と
記

載
し

、
特

に
そ

の
次

に
示

す
も

の
を

用
い

る
。

な
お

、
ろ

紙
と

記
載

し
、

特
に

そ
の

種
類

を
示

さ
な

い
も

の
は

、
定

性
分

析
用

ろ
紙

を
示

す
。

ガ
ス

等
に

種
類

を
示

さ
な

い
も

の
は

、
定

性
分

析
用

ろ
紙

を
示

す
。

ガ
ス

等
に

よ
っ

て
汚

染
さ

れ
な

い
よ

う
に

保
存

す
る

。
よ

っ
て

汚
染

さ
れ

な
い

よ
う

に
保

存
す

る
。

イ
定

性
分

析
用

ろ
紙

イ
定

性
分

析
用

ろ
紙

日
本

産
業

規
格

の
ろ

紙
（

化
学

分
析

用
）

の
定

性
分

析
用

の
規

日
本

工
業

規
格

の
ろ

紙
（

化
学

分
析

用
）

の
定

性
分

析
用

の
規

格
に

適
合

す
る

も
の

を
用

い
る

。
格

に
適

合
す

る
も

の
を

用
い

る
。

ロ
定

量
分

析
用

ろ
紙

ロ
定

量
分

析
用

ろ
紙

日
本

産
業

規
格

の
ろ

紙
（

化
学

分
析

用
）

の
定

量
分

析
用

の
規

日
本

工
業

規
格

の
ろ

紙
（

化
学

分
析

用
）

の
定

量
分

析
用

の
規

格
に

適
合

す
る

も
の

を
用

い
る

。
格

に
適

合
す

る
も

の
を

用
い

る
。



- 94 -

（
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



- 95 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
六
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭

第
六
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日

本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
七
条

第
五
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

第
七
条

第
五
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
八
条

第
五
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格

第
八
条

第
五
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）



- 96 -

様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格



- 97 -

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
十
二
か
ら
別
表
第
十
三
の
二
ま
で
及
び
別
表
第
十
三
の
四
中
「

」
を
「

」
に
改
め

日
本

工
業

規
格

日
本

産
業

規
格

る
。

日

様
式
第
十
二
号
の
二
か
ら
様
式
第
十
二
号
の
五
ま
で
及
び
様
式
第
十
二
号
の
十
か
ら
様
式
第
十
二
号
の
十
五
ま
で
中
「

」
を
削
る
。

本
工

業
規

格



- 98 -

（
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



- 99 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
三
十
九
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和

第
三
十
九
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本

産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
四
十
条

第
三
十
八
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

第
四
十
条

第
三
十
八
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
方
式
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
四
十
一
条

第
三
十
八
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規

第
四
十
一
条

第
三
十
八
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規

格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格
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（
家
庭
用
品
に
含
ま
れ
る
劇
物
の
定
量
方
法
及
び
容
器
又
は
被
包
の
試
験
方
法
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
一
条

家
庭
用
品
に
含
ま
れ
る
劇
物
の
定
量
方
法
及
び
容
器
又
は
被
包
の
試
験
方
法
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年

厚
生
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一

別
表
第
一

〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
消
費
量
の
定
量
方
法

〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
消
費
量
の
定
量
方
法

検
体
十
・
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
量
り
、
蒸
留
水
を
加
え
て
百
・
〇
ミ
リ
リ

検
体
十
・
〇
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
を
量
り
、
蒸
留
水
を
加
え
て
百
・
〇
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
と
す
る
。
こ
の
液
十
・
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
量
り
、
蒸
留
水
二
十
ミ

ツ
ト
ル
と
す
る
。
こ
の
液
十
・
〇
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
を
量
り
、
蒸
留
水
二
十
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
を
加
え
、
ブ
ロ
ム
チ
モ
ー
ル
ブ
ル
ー
溶
液
（
産
業
標
準
化
法
（

リ
リ
ツ
ト
ル
を
加
え
、
ブ
ロ
ム
チ
モ
ー
ル
ブ
ル
ー
溶
液
（
工
業
標
準
化
法
（

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
Ｋ
八
〇
〇

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｋ
八
〇
〇

一
の
表
Ｊ
Ａ
・
六
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
調
整
し
た
も
の
）
二
滴
を
指
示
薬

六
の
三
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
調
整
し
た
も
の
）
二
滴
を
指
示
薬
と
し
て
〇

と
し
て
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
で
滴
定
す
る
。
こ
の
と
き
、

・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
で
滴
定
す
る
。
こ
の
と
き
、
滴
定
に
要

滴
定
に
要
し
た
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
消
費
量
に
〇
・
一

し
た
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
消
費
量
に
〇
・
一
規
定
水
酸

規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
規
定
度
係
数
を
乗
じ
た
数
値
（
ミ
リ
リ
ッ

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
規
定
度
係
数
を
乗
じ
た
数
値
（
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
）
を

ト
ル
）
を
、
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
消
費
量
の
数
値
（
ミ

、
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
消
費
量
の
数
値
（
ミ
リ
リ
ツ
ト

リ
リ
ッ
ト
ル
）
と
す
る
。

ル
）
と
す
る
。
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（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
主
要
な
部
分
の
鋼
材
）

（
主
要
な
部
分
の
鋼
材
）

第
二
百
三
十
八
条

事
業
者
は
、
型
わ
く
支
保
工
に
使
用
す
る
支
柱
、
は
り
又

第
二
百
三
十
八
条

事
業
者
は
、
型
わ
く
支
保
工
に
使
用
す
る
支
柱
、
は
り
又

は
は
り
の
支
持
物
の
主
要
な
部
分
の
鋼
材
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｇ

は
は
り
の
支
持
物
の
主
要
な
部
分
の
鋼
材
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ

三
一
〇
一
（
一
般
構
造
用
圧
延
鋼
材
）
、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
六
（
溶

三
一
〇
一
（
一
般
構
造
用
圧
延
鋼
材
）
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
六
（
溶

接
構
造
用
圧
延
鋼
材
）
、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
四
四
四
（
一
般
構
造
用
炭
素

接
構
造
用
圧
延
鋼
材
）
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
四
四
四
（
一
般
構
造
用
炭
素

鋼
鋼
管
）
若
し
く
は
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
三
五
〇
（
建
築
構
造
用
冷
間
成
形

鋼
鋼
管
）
若
し
く
は
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
三
五
〇
（
建
築
構
造
用
冷
間
成
形

軽
量
形
鋼
）
に
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
又
は
日
本
産
業
規
格
Ｚ
二
二

軽
量
形
鋼
）
に
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｚ
二
二

四
一
（
金
属
材
料
引
張
試
験
方
法
）
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
試
験
に
お
い
て

四
一
（
金
属
材
料
引
張
試
験
方
法
）
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
試
験
に
お
い
て

、
引
張
強
さ
の
値
が
三
百
三
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で

、
引
張
強
さ
の
値
が
三
百
三
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で

、
か
つ
、
伸
び
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
鋼
材
の
種
類
及
び
同
表
の
中
欄

、
か
つ
、
伸
び
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
鋼
材
の
種
類
及
び
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
引
張
強
さ
の
値
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
と

に
掲
げ
る
引
張
強
さ
の
値
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
と

な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
表
略
）

（
表
略
）

（
鋼
管
足
場
に
使
用
す
る
鋼
管
等
）

（
鋼
管
足
場
に
使
用
す
る
鋼
管
等
）

第
五
百
六
十
条

事
業
者
は
、
鋼
管
足
場
に
使
用
す
る
鋼
管
の
う
ち
、
令
別
表

第
五
百
六
十
条

事
業
者
は
、
鋼
管
足
場
に
使
用
す
る
鋼
管
の
う
ち
、
令
別
表

第
八
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
部
材
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に

第
八
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
部
材
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
八
九
五
一
（
鋼
管
足
場
）
に
定
め
る
単
管
足

つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
八
九
五
一
（
鋼
管
足
場
）
に
定
め
る
単
管
足

場
用
鋼
管
の
規
格
（
以
下
「
単
管
足
場
用
鋼
管
規
格
」
と
い
う
。
）
又
は
次

場
用
鋼
管
の
規
格
（
以
下
「
単
管
足
場
用
鋼
管
規
格
」
と
い
う
。
）
又
は
次

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い

。

。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
材
料
等
）

（
材
料
等
）

第
五
百
七
十
五
条
の
二

（
略
）

第
五
百
七
十
五
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

事
業
者
は
、
作
業
構
台
に
使
用
す
る
支
柱
、
作
業
床
、
は
り
、
大
引
き
等

３

事
業
者
は
、
作
業
構
台
に
使
用
す
る
支
柱
、
作
業
床
、
は
り
、
大
引
き
等

の
主
要
な
部
分
の
鋼
材
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
一
（
一
般

の
主
要
な
部
分
の
鋼
材
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
一
（
一
般

構
造
用
圧
延
鋼
材
）
、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
六
（
溶
接
構
造
用
圧
延
鋼

構
造
用
圧
延
鋼
材
）
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
六
（
溶
接
構
造
用
圧
延
鋼

材
）
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
九
一
（
熱
間
圧
延
棒
鋼
）
、
日
本
工
業
規
格

材
）
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
九
一
（
熱
間
圧
延
棒
鋼
）
、
日
本
工
業
規
格

Ｇ
三
一
九
二
（
熱
間
圧
延
形
鋼
）
、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
四
四
四
（
一
般
構

Ｇ
三
一
九
二
（
熱
間
圧
延
形
鋼
）
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
四
四
四
（
一
般
構

造
用
炭
素
鋼
鋼
管
）
若
し
く
は
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
四
六
六
（
一
般
構
造
用

造
用
炭
素
鋼
鋼
管
）
若
し
く
は
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
四
六
六
（
一
般
構
造
用

角
形
鋼
管
）
に
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
引

角
形
鋼
管
）
に
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
引

張
強
さ
及
び
こ
れ
に
応
じ
た
伸
び
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て

張
強
さ
及
び
こ
れ
に
応
じ
た
伸
び
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て

は
な
ら
な
い
。

は
な
ら
な
い
。
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（
有
害
物
質
を
含
有
す
る
家
庭
用
品
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条

有
害
物
質
を
含
有
す
る
家
庭
用
品
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
の
備
考
中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日
本
産
業
規
格

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
ア
ゾ
化
合
物
（
化
学
的
変
化
に
よ
り
容
易
に
４
―
ア
ミ
ノ
ジ
フ
エ
ニ
ル
、
オ
ル
ト
―
ア
ニ
シ
ジ
ン
、
オ
ル
ト

―
ト
ル
イ
ジ
ン
、
４
―
ク
ロ
ロ
―
２
―
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
２
，
４
―
ジ
ア
ミ
ノ
ア
ニ
ソ
ー
ル
、
４
，

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ

４′

エ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
、
４
，

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
エ
ニ
ル
ス
ル
フ
イ
ド
、
４
，

―
ジ
ア
ミ
ノ
―
３
，

―
ジ
メ
チ
ル
ジ
フ
エ

４′

４′

３′

ニ
ル
メ
タ
ン
、
２
，
４
―
ジ
ア
ミ
ノ
ト
ル
エ
ン
、
３
，

―
ジ
ク
ロ
ロ
―
４
，

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
エ
ニ
ル
メ
タ
ン
、
３
，

３′

４′

―
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ジ
ジ
ン
、
２
，
４
―
ジ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
２
，
６
―
ジ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
３
，

―
ジ
メ
チ
ル
ベ

３′

３′

ン
ジ
ジ
ン
（
別
名
オ
ル
ト
―
ト
リ
ジ
ン
）
、
３
，

―
ジ
メ
ト
キ
シ
ベ
ン
ジ
ジ
ン
、
２
，
４
，
５
―
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン

３′

、
２
―
ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
（
別
名
ベ
ー
タ
―
ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
）
、
パ
ラ
―
ク
ロ
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
ベ
ン
ジ
ジ
ン
、
２
―
メ
チ

ル
―
４
―
（
２
―
ト
リ
ル
ア
ゾ
）
ア
ニ
リ
ン
、
２
―
メ
チ
ル
―
５
―
ニ
ト
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
４
，

―
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ニ
リ
ン

４′

又
は
２
―
メ
ト
キ
シ
―
５
―
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
を
生
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
項
ア
ゾ
化
合
物
を
含
有
す
る
染
料
が
使
用
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さ
れ
て
い
る
繊
維
製
品
の
う
ち
、
お
し
め
、
お
し
め
カ
バ
ー
、
下
着
、
寝
衣
、
手
袋
、
く
つ
し
た
、
中
衣
、
外
衣
、
帽
子
、

寝
具
、
床
敷
物
、
テ
ー
ブ
ル
掛
け
、
え
り
飾
り
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
並
び
に
タ
オ
ル
、
バ
ス
マ
ツ
ト
及
び
関
連
製
品
の
部
分
基

準
の
欄
５
の

、
４
，
６
―
ジ
ク
ロ
ル
―
７
―
（
２
，
４
，
５
―
ト
リ
ク
ロ
ル
フ
エ
ノ
キ
シ
）
―
２
―
ト
リ
フ
ル
オ
ル
メ
チ

(1)

ル
ベ
ン
ズ
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
の
項
基
準
の
欄
１
の

及
び

、
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
又
は
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
項
基
準
の
欄
３

(1)

(2)

の

、
ト
リ
ス
（
１
―
ア
ジ
リ
ジ
ニ
ル
）
ホ
ス
フ
イ
ン
オ
キ
シ
ド
の
項
基
準
の
欄
１
の

、
ト
リ
ス
（
２
，
３
―
ジ
ブ
ロ
ム

(2)

(1)

プ
ロ
ピ
ル
）
ホ
ス
フ
エ
イ
ト
の
項
基
準
の
欄
１
の

、
ビ
ス
（
２
，
３
―
ジ
ブ
ロ
ム
プ
ロ
ピ
ル
）
ホ
ス
フ
エ
イ
ト
化
合
物
の

(1)

項
基
準
の
欄
１
の

、
３
の

、
４
の

及
び

、
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ル
エ
ポ
キ
シ
オ
ク
タ
ヒ
ド
ロ
エ
ン
ド
エ
キ
ソ
ジ
メ
タ
ノ
ナ

(1)

(1)

(4)

(18)

フ
タ
リ
ン
（
別
名
デ
イ
ル
ド
リ
ン
）
の
項
基
準
の
欄
１
の

、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
項
繊
維
製
品
の
う
ち
、
お
し
め
、
お

(1)

し
め
カ
バ
ー
、
よ
だ
れ
掛
け
、
下
着
、
寝
衣
、
手
袋
、
く
つ
し
た
、
中
衣
、
外
衣
、
帽
子
、
寝
具
で
あ
つ
て
、
出
生
後

月
24

以
内
の
乳
幼
児
用
の
も
の
の
部
分
基
準
の
欄
１
及
び
同
項
繊
維
製
品
の
う
ち
、
下
着
、
寝
衣
、
手
袋
及
び
く
つ
し
た
（
出
生

後

月
以
内
の
乳
幼
児
用
の
も
の
を
除
く
。
）
、
た
び
並
び
に
か
つ
ら
、
つ
け
ま
つ
げ
、
つ
け
ひ
げ
又
は
く
つ
し
た
ど
め
に

24
使
用
さ
れ
る
接
着
剤
の
部
分
基
準
の
欄
１
の

並
び
に
有
機
水
銀
化
合
物
の
項
基
準
の
欄
２
の

を
除
く
。
）
中
「日

本
工

(1)

(2)

業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
改
め
る
。
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別
表
第
一
ア
ゾ
化
合
物
（
化
学
的
変
化
に
よ
り
容
易
に
４
―
ア
ミ
ノ
ジ
フ
エ
ニ
ル
、
オ
ル
ト
―
ア
ニ
シ
ジ
ン
、
オ
ル
ト
―

ト
ル
イ
ジ
ン
、
４
―
ク
ロ
ロ
―
２
―
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
２
，
４
―
ジ
ア
ミ
ノ
ア
ニ
ソ
ー
ル
、
４
，

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
エ

４′

ニ
ル
エ
ー
テ
ル
、
４
，

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
エ
ニ
ル
ス
ル
フ
イ
ド
、
４
，

―
ジ
ア
ミ
ノ
―
３
，

―
ジ
メ
チ
ル
ジ
フ
エ
ニ

４′

４′

３′

ル
メ
タ
ン
、
２
，
４
―
ジ
ア
ミ
ノ
ト
ル
エ
ン
、
３
，

―
ジ
ク
ロ
ロ
―
４
，

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
エ
ニ
ル
メ
タ
ン
、
３
，

３′

４′

３′

―
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ジ
ジ
ン
、
２
，
４
―
ジ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
２
，
６
―
ジ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、
３
，

―
ジ
メ
チ
ル
ベ
ン

３′

ジ
ジ
ン
（
別
名
オ
ル
ト
―
ト
リ
ジ
ン
）
、
３
，

―
ジ
メ
ト
キ
シ
ベ
ン
ジ
ジ
ン
、
２
，
４
，
５
―
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
、

３′

２
―
ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
（
別
名
ベ
ー
タ
―
ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
）
、
パ
ラ
―
ク
ロ
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
ベ
ン
ジ
ジ
ン
、
２
―
メ
チ
ル

―
４
―
（
２
―
ト
リ
ル
ア
ゾ
）
ア
ニ
リ
ン
、
２
―
メ
チ
ル
―
５
―
ニ
ト
ロ
ア
ニ
リ
ン
、
４
，

―
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ニ
リ
ン
又

４′

は
２
―
メ
ト
キ
シ
―
５
―
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
を
生
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
項
ア
ゾ
化
合
物
を
含
有
す
る
染
料
が
使
用
さ

れ
て
い
る
繊
維
製
品
の
う
ち
、
お
し
め
、
お
し
め
カ
バ
ー
、
下
着
、
寝
衣
、
手
袋
、
く
つ
し
た
、
中
衣
、
外
衣
、
帽
子
、
寝

具
、
床
敷
物
、
テ
ー
ブ
ル
掛
け
、
え
り
飾
り
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
並
び
に
タ
オ
ル
、
バ
ス
マ
ツ
ト
及
び
関
連
製
品
の
部
分
基
準

の
欄
５
の

中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「産

業
標
準
化
法

（昭
和
2
4
年
法
律
第
1
8
5
号

）に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格

（以
下

(1)

「日
本
産
業
規
格

」と
い
う

。

）
」
に
改
め
る
。
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別
表
第
一
４
，
６
―
ジ
ク
ロ
ル
―
７
―
（
２
，
４
，
５
―
ト
リ
ク
ロ
ル
フ
エ
ノ
キ
シ
）
―
２
―
ト
リ
フ
ル
オ
ル
メ
チ
ル
ベ

ン
ズ
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
の
項
基
準
の
欄
１
の

及
び

中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
、
「細

孔
記
号
Ｇ
２

(1)

(2)

」
を
「細

孔
記
号
２

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
又
は
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
項
基
準
の
欄
３
の

中
「工

業
標
準
化
法

（昭
和
2
4
年
法
律
第

(2)

1
8
5
号

）に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格

（以
下

「日
本
工
業
規
格

」と
い
う

。

）
」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
ト
リ
ス
（
１
―
ア
ジ
リ
ジ
ニ
ル
）
ホ
ス
フ
イ
ン
オ
キ
シ
ド
の
項
基
準
の
欄
１
の

及
び
別
表
第
一
ト
リ
ス
（
２

(1)

，
３
―
ジ
ブ
ロ
ム
プ
ロ
ピ
ル
）
ホ
ス
フ
エ
イ
ト
の
項
基
準
の
欄
１
の

中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
、

(1)

「細
孔
記
号
Ｇ
２

」
を
「細
孔
記
号
２

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
ビ
ス
（
２
，
３
―
ジ
ブ
ロ
ム
プ
ロ
ピ
ル
）
ホ
ス
フ
エ
イ
ト
化
合
物
の
項
基
準
の
欄
１
の

及
び
３
の

中
「日

(1)

(1)

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
、
「細

孔
記
号
Ｇ
２

」
を
「細

孔
記
号
２

」
に
改
め
、
同
欄
４
の

中
「Ｍ

」
を

(4)

「m
o
l
／
ｌ

」
に
、
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
改
め
、
同
欄
４
の

中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本

(18)

産
業
規
格

」
に
、
「細

孔
記
号
Ｇ
２

」
を
「細

孔
記
号
２

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ル
エ
ポ
キ
シ
オ
ク
タ
ヒ
ド
ロ
エ
ン
ド
エ
キ
ソ
ジ
メ
タ
ノ
ナ
フ
タ
リ
ン
（
別
名
デ
イ
ル
ド
リ
ン
）
の



- 110 -

項
基
準
の
欄
１
の

中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
、
「細
孔
記
号
Ｇ
２

」
を
「細

孔
記
号
２

」
に
改
め

(1)

る
。別

表
第
一
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
項
繊
維
製
品
の
う
ち
、
お
し
め
、
お
し
め
カ
バ
ー
、
よ
だ
れ
掛
け
、
下
着
、
寝
衣
、
手

袋
、
く
つ
し
た
、
中
衣
、
外
衣
、
帽
子
、
寝
具
で
あ
つ
て
、
出
生
後

月
以
内
の
乳
幼
児
用
の
も
の
の
部
分
基
準
の
欄
１
中

24

「日
本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
、
「細

孔
記
号
Ｇ
２

」
を
「細

孔
記
号
２

」
に
改
め
、
同
項
繊
維
製
品
の
う

ち
、
下
着
、
寝
衣
、
手
袋
及
び
く
つ
し
た
（
出
生
後

月
以
内
の
乳
幼
児
用
の
も
の
を
除
く
。
）
、
た
び
並
び
に
か
つ
ら
、

24

つ
け
ま
つ
げ
、
つ
け
ひ
げ
又
は
く
つ
し
た
ど
め
に
使
用
さ
れ
る
接
着
剤
の
部
分
基
準
の
欄
１
の

中
「日

本
工
業
規
格

」
を

(1)

「日
本
産
業
規
格

」
に
、
「細
孔
記
号
Ｇ
２

」
を
「細

孔
記
号
２

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
有
機
水
銀
化
合
物
の
項
基
準
の
欄
２
の

中
「日

本
工
業
規
格
Ｋ
0
1
0
2
の
4
4
.
1
.
2
の
Ｂ
法

」
を
「日

本
産
業
規

(2)
格
Ｋ
0
1
0
2
の
6
6
.
1
.
1

」
に
改
め
る
。
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（
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六

十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



 

 

 

 

 

 

 

 

臨 床 修 練 ／ 臨 床 教 授 等 許 可 申 請 書 
APPLICATION FOR PERMISSION FOR ADVANCED CLINICAL TRAINING ／ CLINICAL TEACHING AND RESEARCH 

 
 
 
 
 厚生労働大臣            殿 

 To: Minister of Health, Labour and Welfare 
 
 
外国医師等が行う臨床修練等に係る医師法第17条等の特例等に関する法律の規定に基づき、関係書類を添えて臨床修練又は臨床

教授等の許可を申請します。 

Under the provisions of the Law concerning the Exceptional Cases of the Medical Practitioners’ Act, Article 17, on 
the Advanced Clinical Training of Foreign Medical Practitioners, etc., I hereby apply for permission for advanced clinical 
training or clinical teaching and research, and submit the necessary documents. 
 
 

目 的／Purpose 
□臨床修練／Advanced clinical training 

□臨床教授／Clinical teaching □臨床研究／Clinical research 

国 籍 

Nationality 

 生年月日 

Date of birth 

     年    月    日 

Year      Month     Day 

氏 名 

Name 

原語表記 

in the original letters 

 

英語表記 

in English 

 

日本語表記（カタカナ） 

in Japanese Katakana 

 

性 別／Sex □男／Male  □女／Female 

出生地／Place of birth 
 

本国における居住地 

Home town/city 

 

 

日本における居住地 

Address in Japan 

 

 

電話番号／Telephone No. 
 

臨床修練又は臨床教授等終了後の予定 

Plans after the advanced clinical training or 

clinical teaching and research 

□帰国／Return to your country 

勤務予定先／Intended place of work  

                                                  

□その他／others  

（                           ） 

※許可番号 

 

※許可年月日  

写 真 

photo 

40mm×30mm 

収 入 印 紙 欄 

revenue stamp 

様式第一号（第四条第一項及び第五条第一項関係） 



外国医師（歯科医師・看護師等）

資格 

Foreign license of 

medical practitioner 

(dental practitioner・nurse) 

資格を取得した外国の国名 

Country where the license is obtained 

 

資格を取得した年月日 

Date when the license is obtained 

  年    月    日 

  Year      Month      Day 

資格の名称 

Name of the license 

原語表記 

in the original letters 

 

英語表記 

in English 

 

日本語表記（カタカナ） 

in Japanese Katakana 

 

日本国及び外国において 

欠格事由に該当しない旨の申述 

 

Declaration that applicant has 

not come under grounds for 

disqualification  

in Japan or overseas 

成年被後見人又は被保佐人であることの有無 

An adult ward or a person under curatorship 

□なし／No 

□あり／Yes 

罰金以上の刑に処せられたことの有無 

Fine or severer punishment 

□なし／No 

□あり／Yes 

具体的内容／Details 

（                ） 

医業停止等の行政処分を受けたことの有無 

license suspension 

□なし／No 

□あり／Yes 

具体的内容／Details 

（                ） 

医事に関し、犯罪又は不正の行為を行ったことの有無 

Criminal records concerning medical affairs 

□なし／No 

□あり／Yes 

具体的内容／Details 

（                ） 

 

 

以上の記載内容は事実と相違ありません。 

I hereby declare that the statement given above is true and correct. 

 

年    月    日 

                                                                                        Year      Month      Day 

 

（注 意）1. 用紙の大きさは、Ａ４とすること。 

（Remarks）  Use the paper of Japanese Industrial Standards Ａ４． 

2. ※印の欄には、記入しないこと。 

Column with ※sign is for official use only. 

3. 黒ボールペンを用い、かい書又はブロック体ではっきり記入すること。 

Write clearly in block letters with ball‐point pen. 

4. 収入印紙には、消印をしないこと。 

Don’t seal the revenue stamp. 

5. 指示のない欄は日本語又は英語で記入すること。 

Fill in Japanese or English except in indicated cases. 



 

 

 

 

 

 

 

 

臨 床 修 練 ／ 臨 床 教 授 等 許 可 更 新 申 請 書 
APPLICATION FOR RENEWAL OF EFFECTIVE TERM OF PERMISSION FOR ADVANCED CLINICAL TRAINING 

／ CLINICAL TEACHING AND RESEARCH 
 
 
 
 
 厚生労働大臣            殿 

 To: Minister of Health, Labour and Welfare 
 
 
外国医師等が行う臨床修練等に係る医師法第17条等の特例等に関する法律の規定に基づき、関係書類を添えて臨床修練又は臨床

教授等の許可の有効期間の更新を申請します。 

Under the provisions of the Law concerning the Exceptional Cases of the Medical Practitioners’ Act, Article 17, on 
the Advanced Clinical Training of Foreign Medical Practitioners, etc., I hereby apply for renewal of the effective term 
of the permission for advanced clinical training or clinical teaching and research, and submit the necessary documents. 
 
 

許可番号 

Permission № 
 

許 可 年 月 日 

Date of permission 

年        月        日 

Year     Month     Day 

目 的／Purpose 
□臨床修練／Advanced clinical training 

□臨床教授／Clinical teaching□臨床研究／Clinical research 

国 籍 

Nationality 

 生年月日 

Date of birth 

     年    月    日 

Year      Month     Day 

氏 名 

Name 

原語表記 

in the original letters 

 

英語表記 

in English 

 

日本語表記（カタカナ） 

in Japanese Katakana 

 

日本における居住地 

Address in Japan 

 

 

電話番号／Telephone No. 
 

更新の理由 

Reason for renewal 

 

臨床修練又は臨床教授等終了後の予定 

Plans after the advanced clinical training or 

clinical teaching and research 

□帰国／Return to your country 

勤務予定先／Intended place of work  

                                                  

□その他／others  

（                           ） 

※許可番号  

※許可年月日  

写 真 

photo 

40mm×30mm 

収 入 印 紙 欄 

revenue stamp 

様式第二号（第五条の三第一項及び第五条の四第一項関係） 



日本国及び外国において 

欠格事由に該当しない旨の申述 

 

Declaration that applicant has 

not come under grounds for 

disqualification  

in Japan or overseas 

成年被後見人又は被保佐人であることの有無 

An adult ward or a person under curatorship 

□なし／No 

□あり／Yes 

罰金以上の刑に処せられたことの有無 

Fine or severer punishment 

□なし／No 

□あり／Yes 

具体的内容／Details 

（                ） 

医業停止等の行政処分を受けたことの有無 

license suspension 

□なし／No 

□あり／Yes 

具体的内容／Details 

（                ） 

医事に関し、犯罪又は不正の行為を行ったことの有無 

Criminal records concerning medical affairs 

□なし／No 

□あり／Yes 

具体的内容／Details 

（                ） 

 

 

以上の記載内容は事実と相違ありません。 

I hereby declare that the statement given above is true and correct. 

 

年    月    日 

                                                                                        Year      Month      Day 

 

（注 意）1. 用紙の大きさは、Ａ４とすること。 

（Remarks）  Use the paper of Japanese Industrial Standards Ａ４． 

2. ※印の欄には、記入しないこと。 

Column with ※sign is for official use only. 

3. 黒ボールペンを用い、かい書又はブロック体ではっきり記入すること。 

Write clearly in block letters with ball‐point pen. 

4. 収入印紙には、消印をしないこと。 

Don’t seal the revenue stamp. 

5. 指示のない欄は日本語又は英語で記入すること。 

Fill in Japanese or English except in indicated cases. 
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（
港
湾
労
働
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条

港
湾
労
働
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
労
働
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

工
業

規
格

日
本

産
業

規
格

様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第3号(第6条関係) 

港湾労働者証再交付等申請書 

  

  ※事業所番号   

  

港
湾
労
働
者 

氏 名   

男
・
女 

明治   

大正   

昭和  年  月  日生 

平成 

令和 

住 所   

事

業

所 

名 称   

所 在 地   

港 湾 労 働 者 証 
番 号   

交付年月日     年  月  日 

再交付等を申請する

理 由 
  

  上記により港湾労働者証の 
再 交 付 

写真のはり換え 
を申請します。 

        年  月  日 

住 所             

事業主                 

氏 名           印 

  

事業主が法人である場合はその主たる事務所の所在

地、法人の名称及び代表者氏名を記入すること。 

氏名については、記名押印又は自筆による署名のい

ずれかにより記入すること。 

  

    公共職業安定所長 殿 

  
再 交 付 年 月 日 番 号 備 考 

  
※ ※ ※ 

※印欄は記入しないこと。 

(日本産業規格B列6) 
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様
式
第
四
号
、
様
式
第
五
号
（
表
面
）
、
様
式
第
六
号
、
様
式
第
七
号
、
様
式
第
八
号
（
第
一
面
）
、
様
式
第
九
号
か
ら
様

式
第
十
二
号
ま
で
、
様
式
第
十
三
号
（
第
一
面
）
、
様
式
第
十
三
号
（
第
二
面
）
及
び
様
式
第
十
四
号
中
「

」

日
本

工
業

規
格

を
「

」
に
改
め
る
。

日
本

産
業

規
格



- 114 -

（
福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年
厚
生
省
令
第
四
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
の
備
考
及
び
別
記
様
式
第
二
の
備
考
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格

別
記
様
式
第
三
（
裏
面
）
の
備
考
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
削
る
。



- 115 -

（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



- 116 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
二
十
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法

第
二
十
五
条

前
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下

「
日
本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ

「
日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
二
十
六
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は

第
二
十
六
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は

、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
二
十
七
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本

第
二
十
七
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本

産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
（
昭
和
六
十
二
年
）
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に

工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
（
昭
和
六
十
二
年
）
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）



- 117 -

（
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
九
年
厚
生
省
令
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改

正
す
る
。



- 118 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
十
二
条
の
三

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭

第
十
二
条
の
三

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日

本
産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
十
二
条
の
四

第
十
二
条
の
二
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、

第
十
二
条
の
四

第
十
二
条
の
二
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、

次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
十
二
条
の
五

第
十
二
条
の
二
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産

第
十
二
条
の
五

第
十
二
条
の
二
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工

業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）



- 119 -

（
理
容
師
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
及
び
指
定
登
録
機
関
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
九
条

理
容
師
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
及
び
指
定
登
録
機
関
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
六
号
）
の

一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



- 120 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
二
十
一
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和

第
二
十
一
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号)

に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本

産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
二
十
二
条

第
二
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

第
二
十
二
条

第
二
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
二
十
三
条

第
二
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格

第
二
十
三
条

第
二
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）



- 121 -

（
美
容
師
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
及
び
指
定
登
録
機
関
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
十
条

美
容
師
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
及
び
指
定
登
録
機
関
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
号
）
の
一

部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



- 122 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
二
十
一
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和

第
二
十
一
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日
本

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以
下
「
日
本

産
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
二
十
二
条

第
二
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

第
二
十
二
条

第
二
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲

げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

よ
る
改
正
前
の
工
業
標
準
化
法
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号

又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
二
十
三
条

第
二
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格

第
二
十
三
条

第
二
十
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
十
一
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十

九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
三
十
四
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三

第
三
十
四
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三

号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で

号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
三
十
五
条

第
三
十
三
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ

第
三
十
五
条

第
三
十
三
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ

る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号
又

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四
号
又

は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇

五
号
に
規
定
す
る
方
式

五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
三
十
六
条

第
三
十
三
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ

第
三
十
六
条

第
三
十
三
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ

六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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日
本

工
業

規
格

別
記
様
式
第
一
（
表
面
）
、
別
記
様
式
第
二
（
表
面
）
及
び
別
記
様
式
第
三
か
ら
様
式
第
十
九
ま
で
中
「

」
を
削
る
。
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（
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
十
二
条

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
六
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三

第
六
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三

号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
七
条

第
五
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方

第
七
条

第
五
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方

式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
四

号
又
は
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇

二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
貼
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
八
条

第
五
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二

第
八
条

第
五
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二

二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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（
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
十
三
条

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平

成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



 

 

別記様式（附則第六条関係） 

（表） 

 

   備考 用紙の大きさは、日本産業規格 B８とする。 

 

（裏） 

 

独立行政法人労働者健康安全機構法（抜粋） 

附 則 

（機構の業務の委託等） 

第４条 機構は、厚生労働大臣の認可を受けて、前条第３項及び第４項に規定する業務の一 

部を金融機関に委託することができる。 

２ 略 

３ 略 

 

（報告及び検査） 

第５条 厚生労働大臣は、附則第３条第３項及び第４項に規定する業務の適正な運営を確保す 

るために必要な限度において、受託金融機関に対し、その委託を受けた業務に関し報告 

をさせ、又はその職員に、受託金融機関の事務所に立ち入り、その委託を受けた業務に 

関し業務の状況若しくは帳簿、書類その他の物件を検査させることができる。 

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に

これを提示しなければならない。 

３ 第１項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈しては

ならない。 

 

（罰則） 

第９条 附則第５条第１項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の 

規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避した場合には、その違反行為をした受託金 

融機関の役員又は職員は、20 万円以下の罰金に処する。 

第   号 

 

 独立行政法人労働者健康安全機構法附則第５条第２項の規定による身分証明書 

 

             官 職 

 

             氏 名 

 

              年  月  日 

 

 

厚生労働大臣 

写 

 

 

真 

印 
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（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
百
十
四
条
の
四
十
九
第
一

項
第
三
号
に
規
定
す
る
講
習
等
を
行
う
者
の
登
録
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
十
四
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
百
十
四
条
の
四

十
九
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
講
習
等
を
行
う
者
の
登
録
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
二
号

）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
（
第
一
条
及
び
第
二
条
関
係
）

別
表
（
第
一
条
及
び
第
二
条
関
係
）

医
療
機
器
等
総

科
目

時
間

医
療
機
器
等
総

科
目

時
間

括
製
造
販
売
責

括
製
造
販
売
責

任
者
講
習
等
の

任
者
講
習
等
の

区
分

区
分

（
略
）

（
略
）

一
の
二

規
則

一

医
療
機
器
の
製
造
業
に
関
す
る

八
時
間

一
の
二

規
則

一

医
療
機
器
の
製
造
業
に
関
す
る

八
時
間

第
百
十
四
条

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

第
百
十
四
条

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

の
五
十
三
第

二

医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製

の
五
十
三
第

二

医
療
法
、
工
業
標
準
化
法
、
製

一
項
第
三
号

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

一
項
第
三
号

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

に
規
定
す
る

三

医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医

に
規
定
す
る

三

医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医

講
習

薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理

講
習

薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理

の
基
準
に
関
す
る
省
令
の
う
ち
医

の
基
準
に
関
す
る
省
令
の
う
ち
医

療
機
器
に
関
す
る
規
定

療
機
器
に
関
す
る
規
定

四

医
療
機
器
の
不
具
合
報
告
制
度

四

医
療
機
器
の
不
具
合
報
告
制
度

五

医
療
現
場
に
お
け
る
製
造
業
者

五

医
療
現
場
に
お
け
る
製
造
業
者

の
役
割

の
役
割

二

規
則
第
百

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

二

規
則
第
百

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

六
十
二
条
第

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

六
十
二
条
第

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

一
項
第
一
号

法
の
規
定

一
項
第
一
号

法
の
規
定

に
規
定
す
る

二

医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製

に
規
定
す
る

二

医
療
法
、
工
業
標
準
化
法
、
製

講
習

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

講
習

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

三

流
通
に
お
け
る
医
療
機
器
の
品

三

流
通
に
お
け
る
医
療
機
器
の
品

質
確
保

質
確
保

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制
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二
の
二

規
則

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

二
の
二

規
則

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

第
百
六
十
二

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

第
百
六
十
二

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

条
第
二
項
第

法
の
規
定

条
第
二
項
第

法
の
規
定

一
号
に
規
定

二

医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製

一
号
に
規
定

二

医
療
法
、
工
業
標
準
化
法
、
製

す
る
講
習(

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

す
る
講
習(

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

指
定
視
力
補

三

流
通
に
お
け
る
指
定
視
力
補
正

指
定
視
力
補

三

流
通
に
お
け
る
指
定
視
力
補
正

正
用
レ
ン
ズ

用
レ
ン
ズ
等
の
品
質
確
保

正
用
レ
ン
ズ

用
レ
ン
ズ
等
の
品
質
確
保

等
関
連)

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

等
関
連)

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

二
の
三

規
則

一

医
療
機
器
販
売
業
及
び
貸
与
業

六
時
間

二
の
三

規
則

一

医
療
機
器
販
売
業
及
び
貸
与
業

六
時
間

第
百
六
十
二

に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法

第
百
六
十
二

に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法

条
第
三
項
第

の
規
定

条
第
三
項
第

の
規
定

一
号
に
規
定

二

医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製

一
号
に
規
定

二

医
療
法
、
工
業
標
準
化
法
、
製

す
る
講
習(

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

す
る
講
習(

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

プ
ロ
グ
ラ
ム

三

流
通
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
高

プ
ロ
グ
ラ
ム

三

流
通
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
高

高
度
管
理
医

度
管
理
医
療
機
器
の
品
質
確
保

高
度
管
理
医

度
管
理
医
療
機
器
の
品
質
確
保

療
機
器
関
連

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

療
機
器
関
連

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

)

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

)

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

二
の
四

規
則

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

二
の
四

規
則

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

第
百
七
十
五

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

第
百
七
十
五

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

条
第
一
項
各

法
の
規
定

条
第
一
項
各

法
の
規
定

号
列
記
以
外

二

医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製

号
列
記
以
外

二

医
療
法
、
工
業
標
準
化
法
、
製

の
部
分
に
規

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

の
部
分
に
規

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

定
す
る
講
習

三

流
通
に
お
け
る
特
定
管
理
医
療

定
す
る
講
習

三

流
通
に
お
け
る
特
定
管
理
医
療

(

特
定

管
理

機
器
の
品
質
確
保

(
特

定
管

理

機
器
の
品
質
確
保

医
療
機
器
関

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

医
療
機
器
関

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

連)

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

連)

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

二
の
五

規
則

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

二
の
五

規
則

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間
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第
百
七
十
五

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

第
百
七
十
五

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

条
第
一
項
第

法
の
規
定

条
第
一
項
第

法
の
規
定

一
号
に
規
定

二

医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製

一
号
に
規
定

二

医
療
法
、
工
業
標
準
化
法
、
製

す
る
講
習(

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

す
る
講
習(

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

補
聴
器
関
連

三

流
通
に
お
け
る
補
聴
器
の
品
質

補
聴
器
関
連

三

流
通
に
お
け
る
補
聴
器
の
品
質

)

確
保

)

確
保

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

二
の
六

規
則

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

二
の
六

規
則

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

第
百
七
十
五

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

第
百
七
十
五

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

条
第
一
項
第

法
の
規
定

条
第
一
項
第

法
の
規
定

二
号
に
規
定

二

医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製

二
号
に
規
定

二

医
療
法
、
工
業
標
準
化
法
、
製

す
る
講
習(

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

す
る
講
習(

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

家
庭
用
電
気

三

流
通
に
お
け
る
家
庭
用
電
気
治

家
庭
用
電
気

三

流
通
に
お
け
る
家
庭
用
電
気
治

治
療
器
関
連

療
器
の
品
質
確
保

治
療
器
関
連

療
器
の
品
質
確
保

)

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

)

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

二
の
七

規
則

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

二
の
七

規
則

一

医
療
機
器
の
販
売
業
及
び
貸
与

六
時
間

第
百
七
十
五

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

第
百
七
十
五

業
に
関
す
る
医
薬
品
医
療
機
器
等

条
第
一
項
第

法
の
規
定

条
第
一
項
第

法
の
規
定

三
号
に
規
定

二

医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製

三
号
に
規
定

二

医
療
法
、
工
業
標
準
化
法
、
製

す
る
講
習(

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

す
る
講
習(

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

プ
ロ
グ
ラ
ム

三

流
通
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
特

プ
ロ
グ
ラ
ム

三

流
通
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
特

特
定
管
理
医

定
管
理
医
療
機
器
の
品
質
確
保

特
定
管
理
医

定
管
理
医
療
機
器
の
品
質
確
保

療
機
器
関
連

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

療
機
器
関
連

四

医
療
現
場
に
お
け
る
販
売
業
者

)

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

)

及
び
貸
与
業
者
の
役
割

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

五

販
売
倫
理
と
自
主
規
制

三

規
則
第
百

一

医
療
機
器
の
修
理
業
に
関
す
る

十
時
間

三

規
則
第
百

一

医
療
機
器
の
修
理
業
に
関
す
る

十
時
間

八
十
八
条
第

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定

八
十
八
条
第

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
規
定
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一
号
イ
及
び

二

医
療
法
、
産
業
標
準
化
法
、
製

一
号
イ
及
び

二

医
療
法
、
工
業
標
準
化
法
、
製

第
二
号
イ
に

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

第
二
号
イ
に

造
物
責
任
法
そ
の
他
関
連
法
令

規
定
す
る
基

三

安
全
通
則
等
の
基
礎
知
識

規
定
す
る
基

三

安
全
通
則
等
の
基
礎
知
識

礎
講
習

四

故
障
点
検
及
び
診
断
の
方
法
並

礎
講
習

四

故
障
点
検
及
び
診
断
の
方
法
並

び
に
修
理

び
に
修
理

五

業
務
管
理
の
概
要

五

業
務
管
理
の
概
要

六

医
療
現
場
に
お
け
る
修
理
業
者

六

医
療
現
場
に
お
け
る
修
理
業
者

の
役
割

の
役
割

（
略
）

（
略
）
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（
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
十
五
条

特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第

四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
（
表
面
）
及
び
様
式
第
二
号
（
表
面
）
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格

様
式
第
三
号
（
裏
面
）
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
削
る
。

様
式
第
六
号
、
様
式
第
八
号
及
び
様
式
第
九
号
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格
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（
臨
床
研
究
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
十
六
条

臨
床
研
究
法
施
行
規
則
（
平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
適
用
除
外
）

（
適
用
除
外
）

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一
項
の
厚
生
労

六

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一
項
の
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
基
準
へ
の
適
合
性
に
関
す
る
情
報
の
収
集
の
た
め
に
行

働
大
臣
が
定
め
る
基
準
へ
の
適
合
性
に
関
す
る
情
報
の
収
集
の
た
め
に
行

う
試
験
（
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基

う
試
験
（
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基

づ
く
日
本
産
業
規
格
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）

づ
く
日
本
工
業
規
格
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
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様
式
第
一
か
ら
様
式
第
四
ま
で
、
様
式
第
五
（
第
三
面
）
、
様
式
第
七
か
ら
様
式
第
十
一
ま
で
、
様
式
第
十
二
（
第
三
面

）
及
び
様
式
第
十
三
中
「

」
を
削
る
。

日
本

工
業

規
格
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整

備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令

の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
一
条
中
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
十
一

号
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第11号（第１面） （日本産業規格Ａ列４）

提出者

（ふりがな）

（ふりがな）

（ふりがな）

７ 産業分類 名称
分類
番号

８ ～

10 親会社の名称 備考

11 請負事業の実施

12 労働者派遣事業の売上高 13 請負事業の売上高

※労働局記入欄

１　有　　　　２　無 うち構内請負の実施

事業年度の開始の日及び当
該事業年度の終了の日

９ 民営職業紹介事業との兼業 許可・届出番号１　有　　　　２　無

②民営職業紹介事業の許可・届出番号①労働者派遣事業の許可番号

１ 氏名又は名称

14 備考

役　名

１　大企業　　　　２　中小企業

４ 事業所の名称

１　有　　　２　無

許可番号

年　　月　　日許可年月日

労働者派遣事業報告書

事業所枝番号

（６月１日現在の状況報告）
（年度報告）

　　　 　年　　　月　　　日

厚　生　労　働　大　臣　　殿

２ 住　所

〒（　　　　　　　）

　労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律第23条第１項の規定により、下記のとお
り事業報告書を提出します。

３ 代表者の氏名
（法人の場合）

（　　　　　）　　　　－　　　　　　

〒（　　　　　　　）

（　　　　　）　　　　－　　　　　　

６ 大企業、中小企業の別

５ 事業所の住所

印



様式第11号（第２面） （日本産業規格Ａ列４）

Ⅰ　年度報告

（１）派遣労働者数等雇用実績（実人数）（報告対象期間末日現在） （２）海外派遣労働者数（実人数）

①全労働者 － － － －

②派遣労働者総計

③無期雇用派遣労働者

④有期雇用派遣労働者

⑤日雇派遣労働者 （３）派遣先に関する事項

⑥ 登録者　※ － － － － ①派遣先事業所数（実数）

※登録制度のある事業主のみ

②労働者派遣契約の期間別件数（延べ件数）

総件数 １日以下のもの
１日を超え７日
以下のもの

７日を超え１月
以下のもの

１月を超え２月
以下のもの

２月を超え３月
以下のもの

３月を超え６月
以下のもの

６月を超え１２
月以下のもの

１年を超え３年
以下のもの

３年を超えるも
の

（４）教育訓練（キャリアアップに資するものを除く）の実績

① 労働安全衛生法第59条の規定に基づく安全衛生教育 ③主な派遣先事業主（取引額上位５社）

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

② その他の教育訓練（①及び（９）に係るものを除く） （５）紹介予定派遣に関する事項

１ OJT
・

２ OFF-JT

１ 事業主・
２ 派遣先・
３ 訓練機
関・
４ その他

１ 無償（実
費負担な
し）・２ 無
償（実費負担
あり）・３
有償

１ 有給（無
給部分な
し）・２ 有
給（無給部分
あり）・３
無給

イ

ロ

ハ

（６）雇用安定措置（法第30条）の実績

うち、派遣先
で雇用された
人数

うち、新たな
派遣先で就業
した人数

教育訓練（雇
用を維持した
ままのものに
限る）

紹介予定派遣
（※２）

左記以外のそ
の他の措置

「１年未満見込み」については、派遣元での通算雇用期間が１年以上の者（登録中の者を含む）に限る。

（５）欄の「イ　紹介予定派遣に係る労働者派遣契約の申込人数（人）」の内数であること。

備考

第１号から第４
号までのいずれ
の措置も講じな
かった人数

計
通算雇用期間
が１年以上の
派遣労働者

通算雇用期間
が１年未満の
派遣労働者

うち同じ職場
に１年以上派
遣見込みの者

うち同じ職場
に１年以上派
遣見込みの者

教育の内容

教育の内容及び当該内容に係る労
働安全衛生法又は労働安全衛生規

則の該当番号
教育の方法の

別
１ 座学

・
２ 実技

教育の実施主
体の別

１ 事業主・
２ 派遣先・
３ 教育機

関・４ その
他

受講した派遣
労働者数

１人当たりの
平均実施時間

氏名又は名称

ロ 紹介予定
派遣により労
働者派遣をし
た 労 働 者 数
（人）

ハ　紹介予定
派遣において
職業紹介を実
施した労働者
数（人）

イ 紹介予定
派遣に係る労
働者派遣契約
の 申 込 人 数
（人）

１人当たりの
平均実施時間

ニ 紹介予定派遣
で職業紹介を経て
直接雇用に結びつ
い た 労 働 者 数
（人）

訓練費負担の
別

賃金支給の別

訓練の内容

訓練の方法の
別

訓練の実施主
体の別

第１号の措置
（ 派遣先へ
の直接雇用の
依頼）を講じ
た人数

第２号の措置
（新たな派遣
先の提供）を
講じた人数

第３号の措置
（派遣元で派遣
労働者以外の労
働者として無期
雇用）を講じた
人数

第４号の措置（その他の措置）
を講じた人数

※１

対象派遣労働
者数

１年半から２年未満見込み

１年から１年半未満見込み

１年未満見込み（※１）

期間

※２

２年から２年半未満見込み

計

３年見込み

２年半から３年未満見込み

労働者派遣契約がな
かった

所在地



（日本産業規格Ａ列４）

様式第11号（第３面）

（７）派遣料金及び派遣労働者の賃金（１日（８時間当たり）の額）に関する事項

①　業務別派遣料金及び派遣労働者の賃金（日雇派遣労働者を除く）

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

01 管理的公務員

02 法人・団体役員法人・団体役員

03 法人・団体管理職員法人・団体管理職員

04 その他の管理的職業従事者その他の管理的職業従事者

05 研究者研究者

06 農林水産技術者農林水産技術者

07
08

製造技術者

09 建築・土木・測量技術者

10 情報処理・通信技術者情報処理・通信技術者

11 情報処理・通信技術者その他の技術者

12 医師，歯科医師，獣医師，薬剤師
医師，歯科医師，獣医師，薬剤
師

13 保健師，助産師，看護師保健師，助産師，看護師

14 医療技術者医療技術者

15 その他の保健医療従事者その他の保健医療従事者

16 社会福祉専門職業従事者社会福祉専門職業従事者

17 法務従事者法務従事者

18 経営・金融・保険専門職業従事者
経営・金融・保険専門職業従事
者

19 教員教員

20 宗教家宗教家

21 著述家，記者，編集者著述家，記者，編集者

22 美術家，デザイナー，写真家，映像撮影者
美術家，デザイナー，写真家，
映像撮影者

23 音楽家，舞台芸術家音楽家，舞台芸術家

24 その他の専門的職業従事者その他の専門的職業従事者

25 一般事務従事者一般事務従事者

26 会計事務従事者会計事務従事者

27 生産関連事務従事者生産関連事務従事者

28 営業・販売事務従事者営業・販売事務従事者

29 外勤事務従事者外勤事務従事者

30 運輸・郵便事務従事者運輸・郵便事務従事者

31 事務用機器操作員事務用機器操作員

32 商品販売従事者商品販売従事者

33 販売類似職業従事者販売類似職業従事者

34 営業職業従事者営業職業従事者

35 家庭生活支援サービス職業従事者
家庭生活支援サービス職業従事
者

36 介護サービス職業従事者介護サービス職業従事者

37 保健医療サービス職業従事者保健医療サービス職業従事者

派遣料金（１日（８時間当たり）の額） 派遣労働者の賃金（１日（８時間当たり）の額）

全業務平均
01～99の合計額／記載業務の合計数

派遣労働者平均派遣労働者平均 無期雇用
派遣労働者

有期雇用
派遣労働者

無期雇用
派遣労働者

有期雇用
派遣労働者



（日本産業規格Ａ列４）

様式第11号（第４面）

①　業務別派遣料金及び派遣労働者の賃金（日雇派遣労働者を除く）（続）

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

38 生活衛生サービス職業従事者生活衛生サービス職業従事者

39 飲食物調理従事者

40 接客・給仕職業従事者

41 居住施設・ビル等管理人

42 その他のサービス職業従事者

43 ～45
自衛官・司法警察職員等 ― ― ― ― ― ― ― ―

46 農業従事者

47 林業従事者

48 漁業従事者

49
50

生産設備制御・監視従事者

51 機械組立設備制御・監視従事者

52
53

製品製造・加工処理従事者

54 機械組立従事者

55 機械整備・修理従事者

56
57

製品検査従事者

58 機械検査従事者

59 生産関連・生産類似作業従事者

60 鉄道運転従事者

61 自動車運転従事者

62 船舶・航空機運転従事者

63 その他の輸送従事者

64 定置・建設機械運転従事者

65 建設躯体工事従事者 ― ― ― ― ― ― ― ―

66
建設従事者（建設躯体工事従事者
を除く）

67 電気工事従事者

68 土木作業従事者 ― ― ― ― ― ― ― ―

69 採掘従事者

70 運搬従事者

71 清掃従事者

72 包装従事者

99 分類不能の職業

派遣料金（１日（８時間当たり）の額） 派遣労働者の賃金（１日（８時間当たり）の額）

派遣労働者平均 派遣労働者平均無期雇用
派遣労働者

有期雇用
派遣労働者

無期雇用
派遣労働者

有期雇用
派遣労働者



（日本産業規格Ａ列４）

様式第11号（第５面）

②　日雇派遣労働者の業務別派遣料金及び賃金

協定対象派遣労働者

４－１　情報処理システム開発

４－２　機械設計

４－３　事務用機器操作

４－４　通訳、翻訳、速記

４－５　秘書

４－６　ファイリング

４－７　調査

４－８　財務

４－９　貿易

４－10　デモンストレーション

４－11　添乗

４－12　受付・案内

４－13　研究開発

４－14　事業の実施体制の企画、立案

４－15　書籍等の制作・編集

４－16　広告デザイン

４－17　ＯＡインストラクション

４－18　セールスエンジニアの営業、金融商品の営業

（８）マージン率等の情報提供の状況

提供方法 該当する各欄に「○」を記載

インターネット

書類の備付け

その他（　　　　　　　　　　）

日雇派遣労働者の賃金
（１日（８時間当たり）の額）

日雇派遣労働者の派遣料金
（1日（８時間当たり）の額）

全業務平均
４-１～４-18の合計額／記載業務の合計数

日雇派遣労働者



（日本産業規格Ａ列４）

様式第11号（第６面）

（９）キャリアアップ措置の実績

① キャリアコンサルティングの窓口担当者の人数

職務経験あり 知見あり

― ―

営業職

その他

② キャリアコンサルティングの実施状況

計
う ち 無 期
派 遣 労 働
者

うち有期
派遣労働
者

計
うち無期
派遣労働
者

うち有期
派遣労働
者

計
うち無期
派遣労働
者

うち有期
派遣労働
者

③ キャリアアップに資する教育訓練（１ フルタイム(１年以上雇用見込み)､２ 短時間勤務(１年以上雇用見込み)､３ １年未満雇用見込み）

１年目 ２年目 ３年目 ４年目以降 １年目 ２年目 ３年目 ４年目以降

イ　入職時等基礎的訓練

備考

備考

ロ　職能別訓練

備考

備考

ハ　職種転換訓練

備考

備考

ニ　階層別訓練

備考

備考

ホ　その他の教育訓練

備考

備考

（イ）

１～３年目のａの合計　（ｃ）
各年ごとの厚生労働大臣が定める基準を満たす教育訓練の「実施時間
の総計」の合計（ａ）

（イ）

(下段)　対象となる派遣労働者数

    賃金支給の別

１ 有給
　（無給部分なし）
２ 有給
　（無給部分あり）
３ 無給

　訓練の方法の別

１ 計画的なOJT
２ OFF-JT
３ OJT
（計画的なもの以
外）

「キャリアアップに資する教育訓練」実施に当たって支払った賃金額（１人１時間当たり平均）

（ロ）

（イ）

各年ごとの厚生労働大臣が定める基準を満たす教育訓練の受講者の実
人数（ｂ）

―

うち派遣元責任者
との兼任状況

キャリアコンサルティングに
関する職務経験・知見のある者

訓練の内容等

計 うち社内の者 うち社外の者

計

上記以外の担当者

実施を希望した者の人数 実施した者の人数

キャリアコンサルタント

全派遣労働者数

―

―

―

（イ）

（ロ）

対象となる派遣労働者
　
(上段)　種別
（１雇入時・２派遣中・３待機中・４入社
○年目・５長期的なキャリア形成を念頭に
置いた内容の教育訓練の対象となる無期雇
用派遣労働者・６その他） （下段）受講者の実人数

（各年に同一の訓練を複数回受講した者
は、重複計上しないこと）

（上段）実施時間の総計
（受講者数×教育訓練１コマの時間（複数
回実施の場合は､その合計)）

１～３年目のｂの合計　（ｄ）

１～３年目の厚生労働大臣が定める基準を満たす教育訓練
について１人当たりの平均実施時間（ｃ÷ｄ）

訓練の実施主体の別

１ 事業主
２ 派遣先
３ 訓練機関
４ その他

 
   訓練費負担の別

１ 無償
　（実費負担なし）
２ 無償
　（実費負担あり）
３ 有償

厚生労働大臣が定める基準を満たす教育訓練について１人当たりの平
均実施時間（ａ÷ｂ）

（ロ）

（イ）

（ロ）

（ロ）



（日本産業規格Ａ列４）

様式第11号（第７面）

Ⅱ　６月１日現在の状況報告

１　派遣労働者の実人数

①　派遣労働者（日雇派遣労働者を除く）の実人数

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

②　業務別派遣労働者（日雇派遣労働者を除く）の実人数（①の内数）

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

13 保健師，助産師，看護師

10 情報処理・通信技術者

15 その他の保健医療従事者

01 管理的公務員

05 研究者

06 農林水産技術者

09 建築・土木・測量技術者

11 その他の技術者

無期雇用派遣労働者 有期雇用派遣労働者
計

30 運輸・郵便事務従事者

29 外勤事務従事者

14 医療技術者

20 宗教家

24 その他の専門的職業従事者

22 美術家，デザイナー，写真家，映像撮影者

27 生産関連事務従事者

28 営業・販売事務従事者

25 一般事務従事者

26 会計事務従事者

04 その他の管理的職業従事者

19 教員

23 音楽家，舞台芸術家

07・08 製造技術者

37 保健医療サービス職業従事者

02 法人・団体役員

03 法人・団体管理職員

31 事務用機器操作員

33 販売類似職業従事者

35 家庭生活支援サービス職業従事者

32 商品販売従事者

36 介護サービス職業従事者

34 営業職業従事者

16 社会福祉専門職業従事者

21 著述家，記者，編集者

12 医師，歯科医師，獣医師，薬剤師

18 経営・金融・保険専門職業従事者

17 法務従事者

有期雇用派遣労働者 無期雇用派遣労働者 有期雇用派遣労働者派遣労働者計

うち、通算雇用期間が１年以上の派遣労働者 うち、通算雇用期間が１年未満の派遣労働者

無期雇用派遣労働者
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様式第11号（第８面）

②　業務別派遣労働者（日雇派遣労働者を除く）の実人数（続）

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

③　特定製造業務従事者の実人数（①の内数）

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

④　期間制限の対象外となる労働者派遣に係る派遣労働者（日雇派遣労働者を除く）の実人数（①の内数）

計

法第40条の２第１項第４号(育児休業等取得者の代替)

法第40条の２第１項第５号(介護休業取得者の代替)

法第40条の２第１項第３号イ(有期プロジェクト業務)

法第40条の２第１項第３号ロ(日数限定業務)

法第40条の２第１項第２号(高齢者)

69 採掘従事者

70 運搬従事者

71 清掃従事者

72 包装従事者

99 分類不能の職業

特定製造業従事者　計
無期雇用派遣労働者 有期雇用派遣労働者

無期雇用派遣労働者 有期雇用派遣労働者

68 土木作業従事者

56・57 製品検査従事者

58 機械検査従事者

59 生産関連・生産類似作業従事者

60 鉄道運転従事者

61 自動車運転従事者

62 船舶・航空機運転従事者

63 その他の輸送従事者

64 定置・建設機械運転従事者

65 建設躯体工事従事者

66 建設従事者（建設躯体工事従事者を除く）

67 電気工事従事者

55 機械整備・修理従事者

41 居住施設・ビル等管理人

42 その他のサービス職業従事者

43～45　自衛官・司法警察職員等

46 農業従事者

47 林業従事者

48 漁業従事者

49・50 生産設備制御・監視従事者

51 機械組立設備制御・監視従事者

52・53 製品製造・加工処理従事者

54 機械組立従事者

40 接客・給仕職業従事者

計
無期雇用派遣労働者 有期雇用派遣労働者

38 生活衛生サービス職業従事者

39 飲食物調理従事者
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様式第11号（第９面）

⑤　日雇派遣労働者の実人数

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

協定対象
派遣労働者

⑥　特定製造業務従事者である日雇派遣労働者の実人数（⑤ⅰ～ⅳの合計）

協定対象
派遣労働者

⑦　日雇派遣労働者の業務別実人数（⑤の内数）

協定対象
派遣労働者

⑧　日雇派遣労働者のうち期間制限の対象外となる業務における派遣労働者の実人数（⑤の内数）

２　過去１年以内に労働者派遣されたことのある登録者（雇用されている者を含む。）の数

３　雇用保険及び社会保険の派遣労働者への適用状況

無期雇用
派遣労働者

有期雇用
派遣労働者

無期雇用
派遣労働者

有期雇用
派遣労働者

―

―

―

雇用保険

厚生年金保険

健康保険

法第40条の２第１項第３号イ(有期プロジェクト業務)

法第40条の２第１項第３号ロ(日数限定業務)

法第40条の２第１項第４号(育児休業等取得者の代替業務)

法第40条の２第１項第５号(介護休業取得者の代替業務)

４－13研究開発

４－12受付・案内

日雇派遣労働者　計

４－１情報処理システム開発

４－２機械設計

４－３事務用機器操作

４－４通訳、翻訳、速記

ⅰ～ⅳに該当しない者

４－５秘書

４－６ファイリング

４－９貿易

４－10デモンストレーション

４－11添乗

ⅰ　高齢者 ⅱ　昼間学生 ⅲ　副業として従事する者 ⅳ　主たる生計者でない者

雇用見込みが１年以上の労働者 雇用見込みが１年未満の労働者

日雇派遣労働者

日雇派遣労働者

４－15書籍等の制作・編集

４－16広告デザイン

４－17ＯＡインストラクション

４－18セールスエンジニアの営業、金融商品の営業

４－７調査

４－８財務

４－14事業の実施体制の企画、立案
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２

３

４

５

６

７
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２
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5 （１）欄の「通算雇用期間が１年以上の派遣労働者」とは、報告対象期間末日において通算雇用期間（実際に雇用され
た期間をいう。以下同じ。）が１年以上である派遣労働者を、「通算雇用期間が１年未満の派遣労働者」とは、報告対象
期間末日において通算雇用期間が１年未満の派遣労働者をいうこと。また、「同じ職場に１年以上派遣見込みの者」と
は、雇用契約期間が通算して１年以上であり、かつ、当該派遣労働者の同じ職場での派遣就業に係る派遣契約が通算して
１年以上である派遣労働者をいうこと。

（１）欄の⑥の「登録者」とは、労働者派遣をするに際し、登録されている者の中から期間を定めて雇用した者を派遣
労働者として労働者派遣の対象とする制度（登録制度）に基づいて、派遣労働者になることを目的として派遣元事業主に
登録した者であって、既に雇用されている者を含み、過去１年を超える期間にわたり雇用されたことのない者を除くこ
と。

８欄には、年度報告の報告対象期間である、事業年度の開始の日（事業を事業年度の途中で開始した場合にあっては、
当該事業の開始の日）及び当該事業年度の終了の日（事業を事業年度の途中で終了した場合にあつては、当該事業の終了
の日）を記載すること。なお、旧特定労働者派遣事業に係る事業所のうち、事業年度の途中で労働者派遣事業の許可を受
けた事業所については、当該旧特定労働者派遣事業の事業年度の開始の日から当該旧特定労働者派遣事業の廃止日まで及
び労働者派遣事業の許可日から当該労働者派遣事業の事業年度の終了の日までを報告対象期間とする事業報告をそれぞれ
作成し、提出すること。

10欄の「親会社」とは、労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律施行規則（昭和61年
労働省令第20号。以下「労働者派遣法施行規則」という。）第18条の３第２項各号に規定する者をいうこと。当該親会社
が労働者派遣事業の許可番号又は民営職業紹介事業の許可・届出番号を有している場合には、当該番号を記載すること。
なお、当該親会社が、旧特定労働者派遣事業に係る事業所である場合には、14欄に親会社の当該旧特定労働者派遣事業に
係る届出受理番号を記載すること。

　（１）欄の「派遣労働者数等雇用実績」には、報告対象期間の末日における派遣労働者の実人数を記載すること。

（１）欄の⑤の「日雇派遣労働者」とは、労働者派遣法第35条の４第１項に規定する日雇派遣労働者をいうこと。な
お、30日以内の期間を定めた契約を更新して通算30日を超えるような場合も含まれることに留意すること（以下同
じ。）。

11欄について、労働者派遣事業と請負により行われる事業との区別に関する基準（昭和61年労働省告示第37号）により
請負事業となる事業を実施している場合には、１を○で囲むこと。その際、製造業に分類される事業者であって、構内請
負（発注者の事業所構内において、自社の雇用する労働者を使用し、生産活動を請け負うこと）を実施している場合に
は、「うち構内請負の実施」欄の１を○で囲むこと。

第２面

　12欄及び13欄については、決算後の金額を記載すること。

（１）欄の③の「無期雇用派遣労働者」とは、労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法
律（昭和60年法律第88号。以下「労働者派遣法」という。）第30条の２第１項に規定する無期雇用派遣労働者を、「有期
雇用派遣労働者」とは、労働者派遣法第30条第1項に規定する有期雇用派遣労働者をいうこと（以下同じ。）。

様式第11号（第10面）

年度報告

第１面

　「許可番号」及び「許可年月日」欄には、許可番号等を記入すること。
なお、労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律等の一部を改正する法律（平成27年法

律第73号。以下「平成27年改正法」という。）附則第６条第１項の規定により引き続き行うことができることとされた労
働者派遣事業（以下「旧特定労働者派遣事業」という。）に係る事業所においては、本欄には何も記載せず、14欄に届出
年月日及び届出受理番号を記載すること。

第１面上方の提出者欄には、氏名（法人にあつてはその名称及び代表者の氏名）を記名押印又は署名のいずれかにより
記載すること。

記載要領

６欄及び７欄については、許可申請時（更新を受けた事業主にあつては直近の更新時、平成27年９月30日前に一般労働
者派遣事業の許可又は許可の更新を受けた事業所及び旧特定労働者派遣事業に係る事業所においては、報告対象期間（第
１面の８欄をいう。以下同じ。）末日）における企業規模及び日本標準産業分類に基づく産業分類（細分類）を記載する
こと。ただし、7欄については、日本標準産業分類に変更があつた場合は、最新の分類に基づいて記載すること。６欄の
「大企業」は中小企業以外のものを指し、「中小企業」は中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第２条第１項に規定
する中小企業者又は同条第５項に規定する小規模企業者を指すこと。
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（６）欄の「第１号の措置（派遣先への直接雇用の依頼）を講じた人数」について、前年度に派遣先への直接雇用の依
頼を行ったが前年度中には直接雇用に結びつかず、年度を超えて当年度で直接雇用に結びついた場合は、当年度でも引き
続き依頼を行ったものとして、「第１号の措置（派遣先への直接雇用の依頼）を講じた人数」及び「左記のうち、派遣先
で雇用された人数」のそれぞれに当該人数を記載すること。

（６）欄の「第４号の措置（その他の措置）を講じた人数」の「左記以外のその他の措置」については、民営職業紹介
事業の許可・届出を行っている派遣元事業主が実施する職業紹介等の措置をいうこと。

（４）欄の②欄について、「賃金支給の別」において、「１ 有給（無給部分なし）」とは、用意した全ての教育訓練
の実施に当たって給与を支払う場合を、「２ 有給（無給部分あり）」とは、自主的に実施する教育訓練については無給
とする場合があるが原則として教育訓練の実施に当たつて給与を支払う場合を、「３ 無給」とは、教育訓練の実施時に
給与を支払わない場合をいうこと。

（５）欄について、イには、報告対象期間内に、新たに、労働者派遣の役務の提供を受けようとする者から紹介予定派
遣に係る労働者派遣契約の申込みのあった派遣労働者の実人数を記載し、そのうち報告対象期間内において紹介予定派遣
により労働者派遣された派遣労働者数の実人数をロに記載すること。ハには、報告対象期間内において紹介予定派遣によ
り派遣先に職業紹介された派遣労働者の実人数を記載し、そのうち報告対象期間内において派遣先で雇用された派遣労働
者の実人数をニに記載すること。

（６）欄については、報告対象期間内における雇用安定措置の対象派遣労働者（雇用安定措置を講じなかった者を含
む。）及び各雇用安定措置の区分ごとの派遣労働者の延べ人数を記載すること。「３年見込み」、「２年半から３年未満
見込み」、「２年から２年半未満見込み」、「１年半から２年未満見込み」及び「１年から１年半未満見込み」の対象派
遣労働者については、各期間に該当し、かつ当該労働者派遣の終了後も継続して就業することを希望している者とするこ
と。同一の派遣労働者が複数の期間の区分に該当する場合は、該当する区分のそれぞれの欄に計上すること。

（６）欄の期間の区分は、派遣先の同じ職場への派遣期間の見込みの期間とすること。「同じ職場への派遣期間の見込
み」とは、派遣労働者の派遣就業に係る派遣契約期間を通算したものをいうこと。ただし、派遣契約期間の途中で派遣労
働者の雇用契約が満了したり、当該派遣労働者の派遣先が変わったりした場合については、当該派遣労働者が同じ職場へ
派遣されていた通算期間とすること。

（６）欄の「第１号の措置（派遣先への直接雇用の依頼）を講じた人数」、「第２号の措置（新たな派遣先の提供）を
講じた人数」、「第３号の措置（派遣元で派遣労働者以外の労働者として無期雇用）を講じた人数」及び「第４号の措置
（その他の措置）を講じた人数」については、同一の派遣労働者に複数の措置を講じた場合においては講じた措置のそれ
ぞれの欄に計上すること。

（６）欄の「第４号の措置（その他の措置）を講じた人数」について、「教育訓練（雇用を維持したままのものに限
る）」、「紹介予定派遣」及び「左記以外のその他の措置」については、同一の派遣労働者に複数の措置を講じた場合に
おいては講じた措置のそれぞれの欄に計上すること。

様式第11号（第11面）

（４）欄の②欄について、「訓練費負担の別」において、「１ 無償（実費負担なし）」とは、テキスト代等を含め訓
練の全てを無償で実施することを、「２ 無償（実費負担あり）」とは、テキスト代や材料費等の実費負担があるが原則
として無償で実施することを、「３ 有償」とは、これ以外をいうこと。

　（２）欄については、報告対象期間内に海外派遣した派遣労働者の実人数を記載すること。

（３）欄の①欄については、報告対象期間内に派遣先の事業所の実数を記載すること。報告対象期間内に労働者を派遣
しなかった場合は「０」を記載すること。

（３）欄の②欄については、報告対象期間内に締結した労働者派遣契約（個別契約）に係る派遣期間について、総件数
（延べ件数）及び内訳としての期間別の件数を記載すること。なお、１つの労働者派遣契約において複数の派遣期間があ
る場合は、それぞれの期間別に計上した件数を記載すること。（３）欄の①欄が「０」であった場合は、「労働者派遣契
約がなかった」欄に○印をすること。

（３）欄の③欄については、報告対象期間（第１面の８欄）内における主な派遣先の事業主のうち取引額上位５位まで
の事業主名を記載すること。（３）欄の①欄が「０」の場合及び②欄に「労働者派遣契約がなかった」欄に○印をした場
合には、（３）欄の③欄には記載の必要がないこと。

　（４）欄中、選択肢として番号を提示している部分については、該当する番号を記載すること。

（４）欄については、①欄には「労働安全衛生法第59条の規定に基づく安全衛生教育」の報告対象期間内における実績
を、②欄には一般教養としての訓練等の「その他の教育訓練」（安全衛生教育及び派遣労働者のキャリアアップ措置に関
するもの以外の訓練）の報告対象期間内における実績を、それぞれ記載すること。

（４）欄の①欄及び②欄については、教育訓練コース単位で記載し、①欄には５コースまでを、②欄には３コースまで
を記載すること。それ以上のコースがある場合は、別紙に記載すること。

（４）欄の①欄について、実施内容が労働安全衛生法第59条第１項の規定に該当する場合は、その内容に合致する労働
安全衛生規則第35条第１項各号のうち該当号数に応じた１～８までの数字を、労働安全衛生法第59条第２項の規定に該当
する場合は９を、同条第３項の規定に該当する場合は10を、その訓練の主な内容に応じて最大２つまで記載すること。

（４）欄の①欄について、「教育の内容」については、「４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）運動」、「ＫＹ（危険予
知）活動」、「ヒヤリハット事例の報告」等具体的に記載すること。

　（４）欄の①欄及び②欄について、「１人当たりの平均実施時間」には、報告対象期間内に、各コースごとに派遣労働
者が受講した１人当たりの平均実施時間数を記載すること。

（４）欄の②欄について、「OJT」とは業務の遂行の過程内において行う教育訓練を、｢OFF-JT」とはそれ以外の教育訓
練をいうこと。
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（７）欄の①欄及び①の（続）欄並びに②欄の「派遣料金」については、１人１日当たりの派遣料金（消費税を含
む。）を記載し、報告対象期間内において派遣先から得た派遣料金の総額を派遣労働者が従事した総労働時間数で除した
１時間当たりの金額をもとに、８時間（１日）業務に従事したものとして算定すること（小数点以下は四捨五入）。①欄
及び①の（続）欄の「全業務平均」には、各業務の単純平均額を記載すること（小数点以下は四捨五入）。なお、②欄の
日雇派遣労働者についての「全業務平均」は、労働者派遣法施行令第４条第１号から第18号までに掲げる業務だけでな
く、日雇派遣労働者が従事した全ての業務の単純平均額を記載すること（小数点以下は四捨五入）。

（７）欄の①欄及び①の（続）欄並びに②欄の「賃金」（労働基準法第11条で定める給料、手当、賞与その他名称の如
何を問わず、労働の対償として使用者が労働者に支払う全てのものをいう。）については、１人１日当たりの賃金を記載
し、報告対象期間（第１面の８欄）内において派遣労働者に支払った賃金の総額を派遣労働者が従事した総労働時間数で
除した１時間当たりの金額をもとに８時間（１日）業務に従事したものとして算定すること（小数点以下は四捨五入）。
なお、①欄及び①の（続）欄の「全業務平均」には、各業務の単純平均額を記載すること（小数点以下は四捨五入）。ま
た、②欄の日雇派遣労働者についての「全業務平均」は、施行令第４条第１号から第18号までに掲げる業務だけでなく、
日雇派遣労働者が従事した全ての業務の単純平均額を記載すること（小数点以下は四捨五入）。

　（８）欄の「マージン率等の情報提供の状況」については、該当する各欄に○印をすること（複数選択可）。

様式第11号（第12面）

第３面から第５面まで

（７）欄の①欄及び①の（続）欄には、報告対象期間内における、最新の日本標準職業分類（中分類）に基づく職種に
基づき、該当する派遣労働者（日雇派遣労働者を除く。）の区分及び従事した業務の種類別に応じた実績を所定の欄に記
載すること。なお、「66 建設従事者（建設躯体工事従事者を除く）」、「67 電気工事従事者」等については、一部派
遣禁止業務も含まれていることに留意すること。また、「12 医師、歯科医師、獣医師、薬剤師」（獣医師を除く。）等
の医療従事者については、紹介予定派遣や産前産後休業の代替等の場合にのみ派遣することが認められていることに留意
すること。

（７）欄の②欄及び③欄には、報告対象期間（第１面の８欄）内において、日雇派遣労働者を労働者派遣事業の適正な
運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律施行令（昭和61年政令第95号。以下「労働者派遣法施行令」という。）
第４条第１項第１号から第18号までに掲げる業務に従事させている場合、従事した業務の種類別に応じた実績を所定の欄
に記載すること。

　（７）欄の①欄及び①の（続）欄並びに②欄の「協定対象派遣労働者」には、厚生労働省職業安定局長の定めるところ
により、労働者派遣法第30条の５に規定する協定対象派遣労働者の実人数を記載すること。
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　（９）欄の③欄の「１～３年目のａの合計（ｃ）」及び「１～３年目のｂの合計（ｄ）」については、それぞれ１年目
から３年目までの値を合計した数字を記載すること。
　また、「１～３年目の厚生労働大臣が定める基準を満たす教育訓練について１人当たりの平均実施時間（ｃ÷ｄ）」に
は、上述の（ｃ）を（ｄ）で除して算出された数字を記載すること。

（９）欄の③欄については、上記44を満たさないものであっても派遣労働者のキャリアアップに資すると事業主が実施
した全ての訓練について記載すること。ただし、上記44を満たしていない場合、都道府県労働局による指導の対象となる
可能性があることに留意すること。

（９）欄の③欄の「「キャリアアップに資する教育訓練」実施に当たって支払った賃金額（１人１時間当たり平均）」
については、キャリアアップに資する教育訓練時に支払った賃金の平均額を記載すること。

（９）欄の③欄の「対象となる派遣労働者」欄の上段については、該当する「種別」の番号を最大２つまで記載するこ
と。この際、登録中の者は、キャリアアップに資する教育訓練の対象となる派遣労働者に含まれないことに留意するこ
と。

「対象となる派遣労働者」欄の下段については、各年ごとの対象となる派遣労働者の実人数をそれぞれ記載すること。
「対象となる派遣労働者」について、「訓練内容に係る能力を十分に有していることが明確な者」は、受講済みとして扱
い、「対象となる派遣労働者数」に算入しなくてもよいこと。

（９）欄の③欄の「（上段）実施時間の総計」については、各受講者に対する教育訓練実施時間の各年の１年間の合計
（受講者数×教育訓練１コマの時間（複数回実施の場合は、その合計））を記載すること。対象となる派遣労働者に対し
て、ある訓練を１年目、２年目とそれぞれ段階ごとに行う場合は、１つの同じコースの中で、それぞれの年数の欄に記載
すること。また、同一の派遣労働者に行う訓練であっても、２年目以降は１年目とは異なるコースに位置づける訓練等の
場合は、２つ以上の異なるコースとして、それぞれの年数に応じた欄に記載すること。

おって、39の「訓練内容に係る能力を十分に有していることが明確な者」を受講済みとした訓練については、当該者は
実際には訓練を受講していないので、「（上段）実施時間の総計」に算入することはできないものであること。

「（下段）受講者の実人数」欄には、各年ごとの受講者の実人数を記載すること。各年に同一の訓練を複数回受講した
者は、同年内に重複計上しないこと（例えば、１年目と２年目に同一の訓練を複数回受講した者は、それぞれの年数の欄
に１人ずつ計上すること）。

（９）欄の③欄の「OJT」とは業務の遂行の過程内において行う教育訓練を、｢OFF-JT」とはそれ以外の教育訓練のこと
をいうこと。キャリアアップに資する教育訓練としてOJTを実施するに当たっては、派遣先と事前に調整等を行った上で
計画的なOJTを実施しなければならないことに留意すること。

（９）欄の③欄の「訓練費負担の別」において、「１無償（実費負担なし）」とは、テキスト代等を含め教育訓練の全
てを無償で実施することを、「２ 無償（実費負担あり）」とは、テキスト代や材料費等の実費負担があるが原則として
無償で実施することを、「３ 有償」とは、これ以外をいうこと。

（９）欄の③欄の「賃金支給の別」において、「１ 有給（無給部分なし）」とは、用意した全ての教育訓練の実施に
当たって給与を支払う場合を、「２ 有給（無給部分あり）」とは、自主的に実施する教育訓練については無給とする場
合があるが原則として教育訓練の実施に当たって給与を支払う場合を、「３ 無給」とは、教育訓練の実施時に給与を支
払わない場合をいうこと。

（９）欄の③欄の「厚生労働大臣が定める基準を満たす教育訓練について１人当たりの平均実施時間」については、
「各年ごとの厚生労働大臣が定める基準を満たす教育訓練の「実施時間の総計」の合計」を「各年ごとの厚生労働大臣が
定める基準を満たす教育訓練の受講者の実人数」で除して算出された数字を記載すること。また、合計する各年ごとの訓
練実施時間は、「訓練の方法の別」が「１ 計画的なOJT」又は「２ OFF-JT」、「訓練費負担の別」が「１ 無償（実費負
担なし）」、「賃金支給の別」が「１ 有給（無給部分なし）」である等、法で定めるキャリアアップに関する要件を満
たすもの（厚生労働大臣が定める基準を満たす教育訓練）のみを合計したものであること。なお、フルタイム勤務の者で
あって１年以上の雇用見込みのあるものについては、１年で概ね８時間以上とすることとされていること。

（９）欄の③欄の「訓練の内容等」欄には、「係長・課長就任研修」、「○○語研修」等訓練が特定できるよう具体的
に記載すること。

様式第11号（第13面）

第６面

（９）キャリアアップ措置の実績については、報告対象期間内において労働者派遣法で求められるキャリアアップ措置
の要件を満たしているものを記載すること。その上で、事業主が独自に実施したキャリアアップ措置についても追加的に
記載してもよいこと。

（９）欄の①欄の「キャリアコンサルタント」とは、厚生労働大臣又は厚生労働大臣が指定する者が行う試験の合格者
をいうこと。

（９）欄の①欄の「うち派遣元責任者との兼任状況」欄は、キャリアコンサルティングの窓口担当者の計の内数を記載
すること。

（９）欄の①欄の「キャリアコンサルティングに関する職務経験･知見のある者」欄について、「職務経験あり」と
は、過去において職務としてキャリアコンサルティングの経験がある者、職業能力開発推進者に就任したことがある者、
人事部門で３年以上の経験を積んでいる者等をいうこと。また、「知見あり」とは、過去においてキャリアコンサルティ
ング等についての職務経験はないがその知識を有する者をいう。

（９）欄の②欄の「実施した者の人数」については、①欄の担当者が行うキャリアコンサルティングを受けた実人数を
記載すること。

（９）欄の③欄については、１年以上の雇用見込みのあるフルタイム勤務の者、１年以上の雇用見込みのある短時間勤
務の者又は１年未満の雇用見込みである者ごとに別葉にして記載すること。なお、「１ フルタイム（１年以上雇用見込
み）」、「２ 短時間勤務（１年以上雇用見込み）」、「３ １年未満雇用見込み」のいずれかに該当する番号に○印を付
けること。

（９）欄の③欄イ～ホについては、訓練の種類別に訓練コース単位で記載すること。記載欄以上のコースがある場合、
別紙に記載すること。
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12 　所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載して添付すること。

６月１日現在の状況報告

１欄の②欄及び②の（続）欄の「業務別派遣労働者の実人数」には、報告の対象となる６月１日現在、最新
の日本標準職業分類（中分類）に基づく職種に基づき、該当する派遣労働者の区分及び従事した業務の種類別
に応じた実績を所定の欄に記載すること。複数種類の業務に従事した派遣労働者については、報告の対象とな
る６月１日現在においてもつとも多く従事した業務に従事したものとすること。なお、「66 建設従事者（建
設躯体工事従事者を除く）」、「67 電気工事従事者」等については、一部派遣禁止業務も含まれていること
に留意すること。また、「12 医師、歯科医師、獣医師、薬剤師」（獣医師を除く。）等の医療従事者につい
ては、紹介予定派遣や産前産後休業の代替等の場合にのみ限定して派遣が認められていることに留意するこ
と。

１欄の④欄の「期間制限の対象外となる労働者派遣に係る派遣労働者の実人数」には、６月１日現在におけ
る労働者派遣法第40条の２第１項第２号から第５号までに該当する労働者派遣に係る派遣労働者（日雇派遣労
働者を除く。）の実人数（１欄の①欄に記載した派遣労働者計の内数）を記載すること。なお、複数の事項に
該当する派遣労働者については、報告の対象となる６月１日現在においてもつとも該当する事項に記載するこ
と。

１欄の⑤欄の「日雇派遣労働者の実人数」のうち、「高齢者」とは労働者派遣法施行令第４条第２項第１号
に掲げる者のことをいい、「昼間学生」とは同項第２号に掲げる者のことをいい、「副業として従事する者」
とは同項第３号に該当する者であって労働者派遣法施行規則第28条の３第１項第１号に該当するもののことを
いい、「主たる生計者でない者」とは労働者派遣法施行令第４条第２項第３号に該当する者であつて労働者派
遣法施行規則第28条の３第１項第２号に該当するものをいうこと。当該日雇派遣労働者が、複数の種類に該当
する場合、もつとも主たる理由と考えられるものに算定すること。

１欄の⑦欄の「日雇派遣労働者の業務別実人数」には、６月１日現在における労働者派遣法施行令第４条第
１項第１号から第18号までに掲げる業務に従事している日雇派遣労働者の実人数（１欄の⑤欄に記載した日雇
派遣労働者計の内数）を記載すること。なお、複数種類の業務に従事した日雇派遣労働者については、報告の
対象となる６月１日現在においてもつとも多く従事した業務に従事したものすること。

第７面から第９面まで

１欄の①欄の「派遣労働者の実人数」には、報告の対象となる６月１日現在（６月１日が日曜日に当たる場
合は６月２日現在とし、土曜日に当たる場合は６月３日現在とする。以下同じ。）において派遣していた派遣
労働者の実人数を記載すること。

１欄の①欄、②欄、③欄及び⑤欄の「協定対象派遣労働者」には、厚生労働省職業安定局長の定めるところ
により、労働者派遣法第30条の５に規定する協定対象派遣労働者の実人数を記載すること。

　１欄の③欄の「特定製造業務従事者の実人数」には、報告の対象となる６月１日現在において労働者派遣法
附則第４項の「特定製造業務」に従事した派遣労働者の実人数を記載すること。

　１欄の⑥欄の「特定製造業務従事者である日雇派遣労働者の実人数」には、６月１日現在における労働者派
遣法附則第４項の「特定製造業務」に従事していた日雇派遣労働者の実人数（１欄の⑤欄に記載した日雇派遣
労働者計の内数）を記載すること。

様式第11号（第14面）

記載要領

１欄の⑧欄の「日雇派遣労働者のうち期間制限の対象外となる派遣労働者の実人数」には、６月１日現在に
おける労働者派遣法第40条の２第１項第３号から第５号までに該当する労働者派遣に係る日雇派遣労働者の実
人数（１欄の⑤欄に記載した日雇派遣労働者計の内数）を記載すること。なお、複数の事項に該当する派遣労
働者については、報告の対象となる６月１日現在においてもつとも該当する事項に記載すること。

２欄には、６月１日現在において労働者派遣事業に係る登録者であつた者の実数（同日に派遣されている労
働者を含み、過去１年以内において派遣されたことがない派遣労働者を除く。）を記載すること。

３欄には、報告の対象となる６月１日現在において派遣していた派遣労働者について、それぞれの保険の種
類ごとに、適用されている者の実数を記載すること。なお、６月１日現在において派遣していない者は除かれ
ることに留意すること。
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第
六
条
中
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
十
八
号
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第18号（第１面）
（日本産業規格Ａ列４）

建設業務労働者就業機会確保事業報告書
年　　　月　　　日　　　

厚　生　労　働　大　臣　　殿

ふりがな

提 出 者

年　　月　　日から
年　　月　　日まで

①

③

④

⑤

〒（                ）

（　　　　）　　　－

１ 送出労働者等の数

①

　　（　　　）

　　（　　　）

２　送出実績

①

②

③ 円 円

円 円

円 円

④

⑤

　建設労働者の雇用の改善等に関する法律第44条の規定により読み替えて適用される労働者派遣事業の適正な運
営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律第23条第１項の規定により下記のとおり事業報告を提出します。

報告対象期間

許 可 番 号 ②許 　可 　年 　月 　日 年 　    月    　日

（ ふ り が な ）

氏 名 又 は 名 称

（ ふ り が な ）
代 表 者 の 氏 名
（ 法 人 の 場 合 ）
（ ふ り が な ）

事 業 所 の 名 称

⑥ 事 業 所 の 所 在 地

労 働 者 の 総 数 （ 人 ） 常 用 雇 用 労 働 者
常用雇用労働者以外
の労働者

送出労働者の数（人） 常 用 雇 用 労 働 者
常用雇用労働者以外
の労働者

６月１日現在において送出
されていた労働者の数(人)

常 用 雇 用 労 働 者
常用雇用労働者以外
の労働者

６月１日現在における雇用
保険及び社会保険の送出労
働者への適用状況（人）

雇用保険 健康保険 厚生年金保険

常 用 雇 用 労 働 者

常用雇用労働者以外
の労働者

送出労働者を受け入れた受
入事業主の数（件）

建設業務労働者就業機会確保事
業に係る売上高（円）

建設業務労働者の就業機会
確保に関する料金（１日当
たりの額（円））

職種： 職種：

職種： 職種：

職種： 職種：

送出期間中の送出労働者の
賃金（１日当たりの額
（円））

職種：　　　　　　　　　　　　　円
（うち協定対象送出労働者の賃金：　　円）

職種：　　　　　　　　　　　　　　　円
（うち協定対象送出労働者の賃金：　　円）

職種：　　　　　　　　　　　　　　円
（うち協定対象送出労働者の賃金：　　円）

職種：　　　　　　　　　　　　　　　円
（うち協定対象送出労働者の賃金：　　円）

職種：　　　　　　　　　　　　　　円
（うち協定対象送出労働者の賃金：　　円）

職種：　　　　　　　　　　　　　　　円
（うち協定対象送出労働者の賃金：　　円）

⑥
建設業務労働者就業機会確保契
約の期間別件数（件）

３月未満 ３月以上６月未満

６月以上９月未満 ９月以上１年未満

１年以上 合計

送出された労働者の数
（人）

職種：　　　　　　人（延べ数　　人）
（うち協定対象送出労働者の数：     人
（延べ数　　人））

職種：　　　　　　人（延べ数　　人）
（うち協定対象送出労働者の数：     人
（延べ数　　人））

職種：　　　　　　人（延べ数　　人）
（うち協定対象送出労働者の数：     人
（延べ数　　人））

職種：　　　　　　人（延べ数　　人）
（うち協定対象送出労働者の数：     人
（延べ数　　人））

職種：　　　　　　人（延べ数　　人）
（うち協定対象送出労働者の数：     人
（延べ数　　人））

職種：　　　　　　人（延べ数　　人）
（うち協定対象送出労働者の数：     人
（延べ数　　人））

印

②

③



様式第18号（第２面）

（日本産業規格Ａ列４）

３　派遣労働者等教育訓練実績送出労働者教育訓練実績

① ② ④　方法 ⑤ 実施主体

４ 雇用安定措置の実績

③ ⑥ ⑦ 備

考

教育訓練の
種　　　類

対象者

実
施
人
員

OJT Off-JT
送　出
事業主

他の教
育訓練
機関へ
の委託

その他
実施
期間

送出労働
者の費用
負担の有
無

(人) （賃金支給の状況）

有　無
有給　無給

有　無
有給　無給

有　無
有給　無給

有　無
有給　無給

備考教育訓練（雇
用を維持した
ままのものに
限る）

左記以外のそ
の他の措置

有　無
有給　無給

対象送出労働者数

第２号の措置（新
たな受入事業主の
提供）を講じた人
数

第３号の措置（送出
事業主で無期雇用）
を講じた人数

第４号の措置（その他の措
置）を講じた人数



様式第18号（第３面）

（日本産業規格Ａ列４）

５ 送出労働者の雇用状況

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

常用・
非常用
の別

常・非

常・非

常・非

常・非

常・非

常・非

常・非

常・非

常・非

常・非

６ 自社で施工した建設工事に従事させた建設業務労働者の延べ数（人）

（合計　　　日）
常・非・退職

（合計　　　日）
常・非・退職

（合計　　　日）
常・非・退職

（合計　　　日）
常・非・退職

（合計　　　日）
常・非・退職

（合計　　　日）
常・非・退職

（合計　　　日）
常・非・退職

（合計　　　日）
常・非・退職

（合計　　　日）
常・非・退職

（合計　　　日）
常・非・退職

送出労働者
氏名

雇用期間 送出日
所定労
働日数

報告対象期間
末日の雇用状
況

退職理由



（日本産業規格Ａ列４）
様式第18号（第４面）

記載要領
１ 報告対象期間は、事業年度の開始の日（事業を事業年度の途中で開始した場合にあっては
当該事業の開始の日）及び当該事業年度の終了の日を記載すること。

２ 第１面上方の提出者欄には、氏名（法人にあつてはその名称及び代表者の氏名）を記名押

印又は署名のいずれかにより記載すること。
３ １の①の「送出労働者の数」欄については、報告対象期間において送出労働者となる同意
を得ている労働者の１日当たりの平均数を記載すること。この場合において、「１日当たり
の平均数」とは１日当たりの送出労働者の労働時間数の合計を当該事業所における通常の労
働者（例えば、送出労働者の雇用管理や受入事業主との連絡調整等の業務を行う者がこれに
該当する。）の１人１日当たりの労働時間数で除した数をいうこと。

４ １の②欄は、報告対象期間内の６月１日現在において送出されていた労働者の実数を記載
すること。

５ １の③欄には、報告対象期間内の６月１日現在において、それぞれの保険の種類ごとに適
用されている送出労働者の実数を記載すること。

６ ２の①欄には、報告対象期間において送出された労働者の１日当たりの平均数を記載する

こと。また、「うち協定対象送出労働者の数」には、当該送出された労働者のうち建設労働
者の雇用の改善等に関する法律第44条の規定により読み替えて適用される労働者派遣事業の
適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律第30条の５に規定する協定対象送出
労働者（以下「協定対象送出労働者」という。）として送出された労働者の１日当たりの平
均数を記載すること。

７ ２の②欄には、報告対象期間において建設業務労働者の就業機会確保の役務の提供を受け
た受入事業主（企業の場合は事業所単位）の実数を記載すること。

８ ２の③欄には、当該事業年度における平均的な１人１日（８時間として算定する。９にお
いて同じ。）当たりの額を、職種別に区分して記載すること。この場合において、業務処理
能力の水準に応じてそれぞれ一定の額を定めたときは、併せて当該水準の区分に応じた当該

それぞれの額を別紙に記載して添付すること。
９ ２の④欄には、当該事業年度における平均的な１人１日（８時間として算定する。）当た
りの額を、職種別に区分して記載すること。また、「うち協定対象送出労働者の賃金」には、
協定対象送出労働者に係る当該事業年度における平均的な１人１日当たりの額を、職種別に
区分して記載すること。これらの場合において業務処理能力の水準に応じてそれぞれ一定の
額を定めたときは、併せて当該水準の区分に応じた当該それぞれの額を別紙に記載して添付

すること。
10 ２の⑥欄の「建設業務労働者就業機会確保契約の期間別件数」欄には、報告対象期間に締
結した建設業務労働者就業機会確保契約における建設業務労働者の就業機会確保の期間につ
いて期間別に区分した件数を記載すること。

11 ３の①欄は、「送出前訓練」、「維持・向上訓練」等具体的に記載すること。労働安全衛生

法第59条第２項の規定に基づく作業内容の変更の際の労働安全衛生教育についても、この欄
に具体的に記載すること。安全衛生教育について記載する場合は、３の④欄の「OJT」とあ
るのは「実技」と、「Off-JT」とあるのは「座学」とし、「（賃金支給の状況）」及び３の⑦
欄については、記載を要しない。

12 ３の②欄は、「新規に送出労働者となった者」、「○○職種技能検定２級の者」等具体的に

記載すること。
13 ３の④欄の「OJT」とは業務の遂行の過程内において行う教育訓練を、「Off-JT」とはそれ
以外の教育訓練のことをいうものであり、該当する欄に○印を記載すること。複数の方法に
より教育訓練を行つたときは、該当する欄全てに○印を記載すること。また、参加した者に
対しての賃金の支給に関して、該当する文字を○で囲むこと。

14 ３の⑤欄については、該当する欄に○印を記載すること。複数の実施主体により教育訓練

を行つたときは、該当する欄全てに○印を記載すること。
15 ４欄については、報告対象期間内における雇用安定措置の対象送出労働者数及び各雇用安
定措置の区分ごとの送出労働者の実人数を記載すること。



（日本産業規格Ａ列４）
様式第18号（第５面）

16 ４欄の「第２号の措置（新たな受入事業主の提供）を講じた人数」、「第３号の措置（送
出事業主で無期雇用）を講じた人数」及び「第４号の措置（その他の措置）を講じた人数」
については、同一の送出労働者に複数の措置を実施した場合であってもそれぞれ実施した措
置に係る人数を記載すること。

17 ４欄の「第４号の措置（その他の措置）を講じた人数」において、「教育訓練（雇用を維
持したままのものに限る）」及び「左記以外のその他の措置」については、同一の送出労働
者に複数の措置を実施した場合であってもそれぞれ実施した措置に係る人数を記載するこ
と。

18 ５の②欄については、常用は「常」に、非常用は「非」に○を付けること。
19 ５の④欄については、全ての送出日を記載するとともに、（ ）内にその合計日数を記

載すること。
20 ５の⑥欄については、報告対象期間末日における雇用状況が常用であれば「常」に、非常
用であれば「非」に、退職していれば「退職」に○を付けること。また、「退職」に○を付
けた場合においては、５の⑦欄に解雇、定年退職、自己都合退職等退職の具体的な理由を記
載すること。

21 所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載して添付すること。
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第
七
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中
港
湾
労
働
法
施
行
規
則
様
式
第
十
三
号
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様
式
第
1
3
号
（
第
１
面
）

①
許
可
番
号

 
（
ふ
り
が
な
）

 
（
ふ
り
が
な
）

（
ふ
り
が
な
）

⑤
事
業
所
の
名
称

〒
　
（
　
　
　
　
）

備
考

合
計

事
す
る
業
務

作
　
業

人
人

人

人
人

人

円
円

円
円

人
人

③
氏
名
又
は
名
称

④
法
人
に
あ
つ
て
は
、

　
そ
の
代
表
者
の
氏
名

派
遣
労
働
者
が
主
と
し
て
従

船
内

作
業

人

（
日
本
産
業
規
格
A列

４
）

　
う
ち
協
定
対
象
派
遣
労
働
者
の

　
平
均
的
１
人
１
日
当
た
り
賃
金

円
円

円
円

円

港
湾

荷
役

①
　
派
遣
労
働
者
の
数

人

⑥
事
業
所
の
所
在
地

人

は
し
け
作
業

沿
岸

作
業

港
湾

労
働

者
派

遣
事

業
報

告
書

い
か

だ
作

業
船

舶
貨

物
整

備
作

業
倉

庫
作

業

年
　
　
月
　
　
日
か
ら

年
　
　
月
　
　
日
ま
で

報
告
対
象
期
間
　
　
　
　

②
許
可
年
月
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　

（
　
　
　
）
　
　
－
　
　

１
　
派
遣
労
働
者
雇
用
等
実
績

円
円

　
う
ち
協
定
対
象
派
遣
労
働
者
の
数

②
　
平
均
的
１
人
１
日

　
当
た
り
賃
金

円
円

円

人
人

人
人

人



様
式
第
13
号
（
第
２
面
）

合
計

事
す
る
業
務

作
　
業

件
件

件

円
円

日
日

印

２
　
労
働
者
派
遣
等
実
績

派
遣
労
働
者
が
主
と
し
て
従

船
内

作
業

は
し
け
作
業

沿
岸

作
業

い
か

だ
作

業
船

舶
貨

物
整

備
作

業
港

湾
荷

役

①
　
労
働
者
派
遣
の
役
務
の

　
提
供
を
受
け
た
者
の
数

件
件

件
件

件

倉
庫

作
業

円日
日

日

③
　
平
均
的
な
１
人
１
月

　
当
た
り
の
派
遣
日
数

②
　
平
均
的
１
人
１
日
（
８

　
時
間
）
の
派
遣
料
金

円
円

円
円

に
よ
り
上
記
の
と
お
り
事
業
報
告
を
提
出
し
ま
す
。

年
　
　
月
　
　
日

日
日

（
日
本
産
業
規
格
A列

４
）

厚
生

労
働

大
臣

殿

④
　
港
湾
労
働
者
派
遣
事
業

　
に
係
る
売
上
高

提
　
出
　
者

円

　
港
湾
労
働
法
第
2
3
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
23条

第
１
項
の
規
定



様
式
第
13
号
（
第
３
面
）

記
載
要
領

１
　
報
告
対
象
期
間
は
、
事
業
年
度
の
開
始
の
日
（
事
業
を
事
業
年
度
の
途
中
で
開
始
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
事
業
の
開
始
の
日
）
及
び
当
該
事
業
年
度
の

　
終
了
の
日
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
港
湾
労
働
法
第
2
3
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
17条

　
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
収
支
決
算
書
又
は
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
備
考
欄
に
そ
の
旨
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
１
の
①
欄
の
「
派
遣
労
働
者
の
数
」
に
は
、
報
告
対
象
期
間
に
お
い
て
、
港
湾
労
働
法
第
12条

第
１
項
の
許
可
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
港
湾
労
働
者
派
遣
事

　
業
に
係
る
派
遣
労
働
者
と
し
て
雇
用
し
た
１
日
当
た
り
の
平
均
数
を
、
当
該
派
遣
労
働
者
が
主
と
し
て
従
事
す
る
業
務
ご
と
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
同
欄
の
「
う
ち
協
定
対
象
派
遣
労
働
者
の
数
」
に
は
、
当
該
派
遣
労
働
者
の
う
ち
港
湾
労
働
法
第
23条

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
労
働
者
派
遣
事

　
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
30条

の
５
に
規
定
す
る
協
定
対
象
派
遣
労
働
者
（
以
下
「
協
定
対
象
派
遣
労
働
者
」

　
と
い
う
。
）
と
し
て
雇
用
し
た
１
日
当
た
り
の
平
均
数
を
、
協
定
対
象
派
遣
労
働
者
が
主
と
し
て
従
事
す
る
業
務
ご
と
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
「
港
湾
荷
役
作
業
」
に
主
と
し
て
従
事
す
る
労
働
者
と
し
て
計
上
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
「
船
内
作
業
」
に
主
と
し
て
従
事
す
る
労
働
者
又
は

　
「
沿
岸
作
業
」
に
主
と
し
て
従
事
す
る
労
働
者
と
し
て
改
め
て
計
上
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
イ
　
「
船
内
作
業
」
と
は
、
港
湾
運
送
事
業
法
第
２
条
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
行
為
又
は
こ
れ
に
先
行
し
、
若
し
く
は
後
続
す
る
港
湾
労
働
法
施
行
令
第

　
　
　
２
条
第
３
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
行
為
（
港
湾
運
送
事
業
法
第
２
条
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
事
業
の
事
業
主
が
行
う
も
の
に
限
る
。
）

　
　
　
を
い
い
ま
す
。

　
　
ロ
　
「
は
し
け
作
業
」
と
は
、
港
湾
運
送
事
業
法
第
２
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
　
ハ
　
「
沿
岸
作
業
」
と
は
、
港
湾
運
送
事
業
法
第
２
条
第
１
項
第
４
号
に
掲
げ
る
行
為
又
は
こ
れ
に
先
行
し
、
若
し
く
は
後
続
す
る
港
湾
労
働
法
施
行
令
第

　
　
　
２
条
第
３
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
行
為
（
港
湾
運
送
事
業
法
第
２
条
第
１
項
第
４
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
事
業
の
事
業
主
が
行
う
も
の
に
限
る
。
）

　
　
　
を
い
い
ま
す
。

　
　
ニ
　
「
い
か
だ
作
業
」
と
は
、
港
湾
運
送
事
業
法
第
２
条
第
１
項
第
５
号
に
掲
げ
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
　
ホ
　
「
船
舶
貨
物
整
備
作
業
」
と
は
、
港
湾
労
働
法
施
行
令
第
２
条
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
行
為
又
は
こ
れ
に
先
行
し
、
若
し
く
は
後
続
す
る
同
令

　
　
　
第
２
条
第
３
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
行
為
（
同
令
第
２
条
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
事
業
の
事
業
主
が
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
い

　
　
　
い
ま
す
。

　
　
ヘ
　
「
倉
庫
作
業
」
と
は
、
港
湾
労
働
法
施
行
令
第
２
条
第
３
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
行
為
（
倉
庫
業
法
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
倉
庫
業
の
う
ち
港

　
　
　
湾
労
働
法
施
行
令
第
２
条
第
３
号
に
規
定
す
る
港
湾
倉
庫
に
係
る
も
の
を
営
む
者
が
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
い
い
ま
す
。

　
　
ト
　
「
港
湾
荷
役
作
業
」
と
は
、
船
内
作
業
及
び
沿
岸
作
業
を
い
い
ま
す
。

４
　
１
の
②
の
欄
の
「
平
均
的
１
人
１
日
当
た
り
賃
金
」
に
は
、
報
告
対
象
期
間
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
支
払
っ
た
賃
金
（
労
働
基
準
法

　
第
1
1
条
に
規
定
す
る
賃
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
総
額
を
報
告
対
象
期
間
に
お
い
て
当
該
そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣
労
働
者
が
在
籍
し
て
い
た
日
数
の
総
数
で

　
除
し
た
金
額
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
欄
の
「
う
ち
協
定
対
象
派
遣
労
働
者
の
平
均
的
１
人
１
日
当
た
り
賃
金
」
に
は
、
当
該
労
働
者
の
う
ち
協
定

　
対
象
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
支
払
っ
た
賃
金
の
総
額
を
、
報
告
対
象
期
間
に
お
い
て
当
該
そ
れ
ぞ
れ
の
協
定
対
象
派
遣
労
働
者
が
在
籍
し
て
い
た
日
数
の
総
数

　
で
除
し
た
金
額
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

５
　
２
の
①
欄
に
は
、
報
告
対
象
期
間
に
お
い
て
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
者
（
企
業
の
場
合
は
事
業
所
単
位
）
の
実
数
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

６
　
第
２
面
下
方
の
提
出
者
欄
に
は
、
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
を
記
名
押
印
又
は
自
筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記

　
載
し
て
く
だ
さ
い
。

７
　
所
定
の
欄
に
記
載
し
得
な
い
と
き
は
、
別
紙
に
記
載
し
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
）


